
11561号りよだ民市良豪

人ロq 
量制・ft105.242( 

布 H111 UiJの祷れを変える化めの復-*~ "'*ル〈右〉

J~. 561 

油
田
ダ

『

i

i

S

E

M

-

-、AV』とdApa略旬から今写じb"'掴

a
t
t
Z
E
-
-
H
T
E
-
-守

れて
L
P
E記
憶

a
動
ー
:
i
L
S

Z
E
Z今
理

t

a
百
2

7
4
3宇
f
f
S
2
も

ke〈'hehzrn忠
mk切
SL幽母、.r，

れ

ar
取
は

i
2
8
T
-
i
で
E
L

A
-
-
f
て
E
F
-rfど

z

i

f

a

i

t
セ

て‘
，す
首

こ
T
A
自
主
品
A
S
2

2
1
・
2
2
2
H
E
t
，

k
d
n
d
t
五
聞
は
よ
量
出
今

a
t
t
崎
、A
J
1
2
2

f
t
t
'
Z
4
t
L
a
t
 

人聞はもL一，a，
.. mam-nらゆ

-・
8
L
ーの

*
は
的
勿
%

は副会小で
根会不《
aav

u約
2
・
る
固

さらにこの
根本の釣m

z

Eや

ダ

'JJ'

水資源となるのは

~ 

雨量のわずか弱

主
2
2
S
E
a
-

-
属
国

maと色て"mして、
2
9

・

下
鹿
島
V
河
川
欄
眠
た
と
の
議
集

は令働"のわず泊釣
U
%
にずMe

・g
-
電
ん・・・仕組祖母上め朱同a-ewか

ら
有
史
L
て
T
t
t
τ

蘭

m
管
企
ι信
号
て
再
び

--a震に情

9

網
鼠

aT伺川企
k

，後援

にu・・仁もどる企ー‘うように

たえず・周Lてー‘ます

ニの4うじ府aba震わる

議 '̂・・..."・・.' . . 
" 隠..ゐ ZL4 ・~."~・，a
EJ・2trJι:t:t…'
241Ei???:こ;::;i

一-uのうご倉ーー「

同"白血 ，..閥】 l 

325.542λ( .お人"
11m刷 【 m，
.，網剛《‘"'

421) I 

昭和ω盗事6月1鴎1<' 

匂‘， 

JJvvut町

本一同や万年

匂
て

a'

ζ
と
危
〈
鱒
り
越
さ
れ
R
2

人

t
g
t
で
ー
f
z

E
量
保
と
し
て
水
品
m
L

て、るのでみ，
.

日みは6
R

界でもkn訟
の争附

1

i

1

14
f
 

に
臨
し
午
問
6
z
t
u

約一八ooa--で険界事也n

i
t
8
2
4
Z
 

ほ二倍と、。
水
には恵まれ
，

ぷ艮の水源は

fJL干t35万人規綴

弘

te勺の
1

1

 

に
は
大

ek

d

『川

n梼
‘

で
n
n
h

e恥幽憶に
恕，

L
れ

r
d?市民

点
へ
の

E
もam4比例

fめ“にと
4

5

3
1
 

-R
P
即
時
の

U
p
h
の
司
仙
台

1
‘
h
a
t
t
 

-m
川

伽
U
H
川
山
紛
川
眠
術
瓜

固ともえ-z?LAL-aー‘

園ムに人nba，
〈司人
也、'"

の健
S
2
量
s
t
a

-
-
a
x
a
z
e
 

健
康
R
E
t
-
2

1
Z
e
a
-
-
Z
2日

臨
む

t
a
r
t
L
?

の
s
i
f
t
-
m

紙働か随
L〈
a'bsa‘企
ー‘令

書
m
E
t
T
Z
も

nh
唱。
m-u
崎

i-a占
拠
か

て
L
1
1
そ
の
う
書
偽

L
て
h
A
Eゎ
e
t

f
2
a
z
t
て
買
て

i
t
a
'
Z
の
一
三
分
の

一陣膚phLanau守
宮
普
ん

L

ばら，、釘一大気治勺
4

けば何処位

里
E
E
自
主
る
の
も

このためでr

必
受
水
晶
m
p
a

《禽・
e小
E
偲〕

弘正

ζTaft八万九両官官nM

の広量bz--保するLZ企もに

脚剛拘九守
U

家hmι
ゎ

faq鉱

2
2
せ
てE
Ltそ

の
鮎
喰
飴
本
人
U
t
a
h
A

i

i

i

a

R

 

品
え
2
2
E
t
u

勾
て
h

，，
;

;
E
A
t
t
 

i
-
-
Z
2
2
 

4
T
Z
2
2
h
e
t
 

-
加
に
u
f
E占

;

'r 

ダ
ム
本
体
工
事
は

来

年

度

着
工

;
}
S
B備えて明

夜
ホ

2
1
1
1

f
M川上確に
Z
中てある

J¥ 

t
:
の
民
高
t
e
z

E
2
t
れ
て
L
t
q

r、のd'PAは昭hwFat，。

に
工
品
!
?
克

信
号
の
烹
e
R
に
肉
ω
-
z
u
R

，a
7

で
工

ea温められて‘事?。今年

E
1
1
;
R
 

E
れ主

2
5
2
Z

1
2
-
'
2
7
 

2

2
空の

Z
主
主

められて‘azす

ニ旬〆Iaa'aすると・昨

E
V
E
-
2
 

堤
B
E

傷

a市
民

ne--mぬとー、わ

i

t

!

 

2
f
s
B
E
E
-

S

二倍ものe・e・-えるζと-m

でき'す
c

この観軒家はその-

t
Z
l
a
-
-

て刊畑で金、ることιh倍。て似

η
-
4
1品
f

t

-

s

i

f

t

 

官立てられaz?

ま
E
こ
の
f
t
z

で
き
る
本
f
r
a
七
万
六

2
2
2
q
z
'
R
 

君
主
主

=
2二三

万
一
-
E
Z
Z
B
E
E

t
t
z
E
人
ロ
三
十

七万人にEEaできるよ

avに年ります@さらに符烹広

?
i
R
i水

嶋

E車
川
含
憶
に

zs

t比

Z
，A
への

2
2

《

Z
E
-
-
E
T
E

-

-

8

2

 

a
a
t
t・

2
品
品
マ
‘
1

市
民
の
A
K
・3

んも-人ひ

と内

'n
町家が剣形の

d

，‘

企

q
m
弘
F
b

の噌抗巳・
n

品
、
1
2
A
e
-
-
S

E
L
倹

Lて
R
aて
f

b僚のι"・何綱&ゐ圃開けて〈だ
四Eト開師輔日t:PI!. ."同 l刊"間岨 柵""l『岨'"・1聞-..;WlI:柑・，p 【..".::.. ・A・-

合

与

与



第561号 奈 良 市 民 だ よ り

①JZE あ 7rら9 plr=9扱lこ な カ.DヰT i t, bJ.つけ 的 あ′､て 防 つNIJt+ r=火 aE41 かき しの q)k て許 1舞 い .I 書 TL･肋lト● 喜12LうカウIC r｣ 荊 防 分 き 一Liヽ京
釜 至 芸 美 質li 巨

∵ ､丁叫汁 .､牢 ( JI- 中 一ウ 黒 豆 き き 叛 き 轟 ∴ 轟 主音 溌 咲

glチ .L tfI_完 ⊥ 完 ,… 蜜A ,J 可 1 日-I二 坪 ( 〉 〔 TTyl延 FLI L灼 (童 孟 至 芸 義 軍 ′ 巾 ,人火 貫 W■ ■ `Jlll+tiす る光 る か} n ⊥ 販売に注書

騨 空 言 墓 嘉 垂 ほ '!雷 ■.=g- 蓮 墓 ▲ ■十 ■ヽ六 ,J年 7L､ノ句'冒百 二+■ ～++1'&■才ヒA十 ･乎 ′､F封井pgtと阿 nJY守.L卜LJ介 TT壷 孟 壷 芸 垂il抹 洗 J一ナ4 一一N '斗投 信 ( 上 IS ≡ 巴 砦 垂功 折 ▼ *Q)t兼 ′) 7A 千∩良■ ① ⑥い ヰ tqdi 〇 ､ '荊 展墓 蓋 套 葉

栗 軍 蓋 …蔓 毒

… 喜 … EL.夏 季市 L五 る J}す -'あ+-▼ 悪 LL1年( 柿 )雀 元 ⑳+ + I+ 墓

碑 鋲 買 筆 書 … 毒 ≡ 型 車型 ス小メ,さで 汚 .乍 ｡ く -小 に 7, ク 中車 - 蒜

f寸年■ ★

■ + 萱 衰 重 字 買 手 蒜 葦 書 損 書 き…票 3年 小 ′】( 弗 3A点 NE動 と Lzヰ托lこItて ､

Ei軒 JFn 人■十 ∴ 喜 こい 枕 AlTEAt fI.tFと ､ llt+十●小管 B 完;llL L▲車で{ 九 的

付す､呼 人は 〇人 ろ Ne国人 竺 - 3:iL R 妻 妾 … 至 至 芸 … 章 董 … 雪 雲 重 量 緋 等点建 一f

ll一一'い hJZL室 lJIA慧 た 林豚 重
に ､11

r J nFi右ら十 †H千袷I _.7プ n事 こ ゴ芸 要 ≡呈+ ー■ +十全 プIら再 三
と 杜 フ′の はrL1■ II*と け 牢さIEとはんり介 けの21)らこ三 夙 こ牛 氏 ゎlこの 文■ ■ ●■ ◆ ◆一撃 4:以十l■J4+ 十 ■▼よ套重 言三速吾ht ▼ Nz血V り 軸力野 ▼ rC* Lt繰升やd ^ Oと は ん▼′〉A で lfE｢屯…亨主 事 浩十l■■一tFMu HT 乱 用 の ら色女 に合 も1 ■◆ 十十る さと^&{ ■l′'+ ttX かA l=◆ t､オー しせ )Lのた て て文十●しん■Fq小 I)へ文 T- 1のJr九 ヰ書の 百 回11I+■ ■計 金 lこt l=*十■●★れ ホ】らf=芯 ^も1 た

J年季 EjEIEF仝■ ●l一ElH丘R元rT一 ■一一一.fT 】jlal■ r十一二FI

irdjf:■こ● ▼▼-E]■十}正●!lケ- ER.一 JaTl】7t ■■ ∵

⑥
E
に
す
で
に
備
え
付
け
て
あ

る
梢
火
暑
の
2
2
S丹

て
効
力
が
伝
ー
な
と
と
宮

、
強
引
に

R
t
T主
め

る
@

⑤
不
匂
な
高
値
で
売
ろ
う
と
す
る

〔
例
・
市
が
自
治
会
一一
三
五

E

E

2

m

2

E

L

 

て
L
る
寸
a
a
」
楠
火
'
の
市

.
緬
僚
は
肉
F
八
百
円
t互
T

E
円
見
度
@
寸
m
F
禍
火

星
奮
の
市
・
u
闘
絡
は
パ
r
円
t
九

千
円
租
度
》

・

ω 

悪
質
な
口
車
に
乗
る
な

昭和ω年6月1日

毒自大
分き

量z主
.祖"を話火 S
&Lさ

〈
危
る
に
つ
れ

そ
れ
に
つ
げ
込

む
懇
貿
な
禍
火
器
の
訪
問
阪
発
垂
寿

者
向
山
m
慢
す
る
よ
う
に
な
の
ま
し

た
。ニ

れ
ら
雁
省
薬
密
は
あ
た
n

も
m
S
E
置
が
払
演
で
義
務

づ
け
ら
れ
て
ー、
る
の
の
よ
う
に

E

巧
みに
耐
火
密

主

工

け

ます・

饗
際
に
こ
の
よ
う
危
・患

者
の
口
事
比
の
せ
ら
れ

荷
山
3
k

宣

言

毒

菌

わ

さ

れ
た
市

f

i

b

-

2

 

摘
防
寝
に
多
く
事
ぜ
ら
れ
て
t
ま

す。
3

2

で

は

こ

う

:

た聖
書
E

E

め

喜

主

E

L
よ
う
に
k

g

d

z
'
E
-
-
す
る

よ

4

1

げ
て
弘
主
す
@

冨
賛
象
者
の
F
n】

官
z

i

n

z

s

ら
詰
勺
か
そ
た
か
の
よ
9
に

宵
う
B

⑧

あ

た

か

も

8

8

百

習
主
け
て
版
発
し
て
L
る

よ
う
位
置
ラ
《
桝
火
審
販
売
に

水
道
週
間

ポ
ス
タ
ー
な
ど

置
秀
作
品
決
る

木
遭
遇
閑
《
六
月
一
日
t
ヒ
M
V

に

ら

な

ん

で

2

に

z

t

b
「
品
i
L
?
?
に
市

民

t

E

金

小

2

2

4

2

!
と
調
ド
中
学
生
A
S

-

-
と
暢
鈴
を
Z
し
き
し
た

A

応
f

i

z

-

-
七
点
ポ
ス
タ
ー
千
七
百
何
十

五
点
習
字
千
百
1
2
の
カ

2

2

E

果

つ

ぎ

の

2

2

2

b

慢
秀
作
品
は
還
ば

れ
A
1
嗣
大
会
ヘ
怠
畑
L
，
す
・

《
縁
体
略

歓
字
は
順
位
V

【暢
置
】
@
「
も
の
曾
わ
白
木
A
n

もの
君
う
ま
ら
づ
〈
り
」
廠
桜
滑

走
《
伺
徒
飴
野
町
ν
③
中
村
佐
江
7

〈
陶
水
路
町
〕
繍
志
桁
一
ハ
南

永
井
町
V
⑥
伺
村
磯
子
《
大
山
k
a守

町
v
t大
上
利
夫
《
届
四
本
ふ込町】

2

1

1

》

i

S
F
ん
ぱ
乍
て
み
ん
な
で
節

約

一

-

E

p

i

f

f

;
I
i
r
 

-
年
》
官
e
s
恵
子
ハ
向
》
③
個

'
丞
ハ
桐
生
中
一
写
》
斉
-
a

A肉
》
中
両
可
曹
(
悶
庫
中
一

年》内
d

串
スタ

】
小
零
歯
医
低
学
@
①

且

W
U公幽拘

小
中
学
生
の
ポ

E
E
人
ハ
演
奏
小

I

J

E

M

平

》

V
古
川
a
v
仰
〈
飛
鳥
小
亙

ス
タ

ー
を
展
示
サ

勾Z
V
E
Z
Z
郎
両
+
空

間
-

m
t
三
日
環
境
週
間

マ
志
多
加
泰
子
a
v
V
予
岡
敬

週
一

2
n
ι
円
f
f
一
立
子
幸
町
手中
一
主

Z

-禽
+
量

境一

に
ち
な
み
E
市
内
の
喜
美
?
丘
中
三
主

望

小

1

8

ら

ま

L

E

E

昔

話

亘

書

ま

ご
た
「
公
曹
の
な
も
さ
わ
t
き

E

里
町
〈
2
4
五
き

な
衡
づ
〈
勿
』
を
テ
マ
に
L
た

マ
玉
木
恵
窓
会
雇
小
豆
隼
v
v

f

タ
ー
の
力
作
a
一
一一信
二
自

E

T

a

f

E

z

s

t

'

し

た

4

去

の

う

え

f

i

g

:

2

発

2
ニ
宅
入
選
六
点
佳
作
1

8

2

2
-
鯵
〈
2
4

1

f

i

L

S

I

江
隆
志
向
)
E

一

日

E

E

E

需
E

l

z

a

策
基
2

4

2

)

Z

F

I

l

e

-

E
代
ハ
E
小
平
》

マ

2

人

T

t

E

と

お

大

E

T

E

f

大

き

マ

ー

す
。

a

z

v

一
広

岡

修

T

S

t

g

z

【約
az
a'伺
wx
i久
〔
前
奏
小
五
一
本
美
樽
子
《
開
V
V
竹
内
崎
山
寄
且

き

マ
小
凶
器
空
貴
士
'
一
白
二
年
V
4
E

2

2

2

中
臣
奨
ハ
E
E
Z
一

番

小

関
切
さ
ん

E

E

中
宇
佐
①
子
薄
玲
下
ハ
笠
養
ゲ
え

中
一
年
》
⑨
ユ
一更
幸
子
ハ
問
一一一

写
V
内
川
智
恵
《
苦
・
中
三

年
V
③
給停和
歌
子
《
岡
ご
き

中
坊
元
焚
ハ
同
一一
一
字
》
村
岡
岨
明

憲
議
美
少
丘
中
土
手
》

岡田符字
凶
@
福
本
徴
之

3
榊
養
剤

i

t

z

奏

会

条

小

祖
+e
a
乏
-z

Z
草

E

一
・
大
野
隈
取
マ
あ
や
め
池
剛

一
丁

一
M
聖
一
t
Z
事
E

T

一

古

T

V
あ
や
め
富
一一
一
1
H

【亀
k
a
目
的
a
合
会
提
】
東
住
安
一
概
7・
小
島
和
国m
v
・
2
め
訟
耐

ケ

T

5

川

A

i

z

-

-

2

・
Z

E

E

t

q

f

i

f

I
l

-

-

2

1

 

門町

内

自

治

会

2

1

E

1
4

・
p

u

v
S

一

t

m

草

r
e

f

-
-

z

t

R

T

r

i

v
i

--

M

m

H

2
3

士

2

1

一
・
2
空
白
堅
一
一
・
鈴
木

5

1

・
山
時
五

E

a

a文
マ
富
・
元
町

一
』
目
第
二
・

+
r
H
'
L尽蔵
官民
太
郎

軍
事
E
X
町
二
1

1
依

話

術

一

r
n

l

z

E

員

長

岡
一
一
T
u
m
-
-
Z

I

-

-

-
r

専

問

さ一
-e

t

z

k

二

t
a

f

中

世

号

自

h

a

-
-
f

詰

Z

T

H

E

S

E

-
忠
f

i

の
作
品

ハ右
か
ら
】

消
火
器
の
防
問
販
売
に
注
意

U
耳

包

可

E

T

し

な

t
》
@

@
am
防
君
の
人
聞
で
あ
る
a
M
の
よ

Z

E

E

-

E

倒

防
宮
崎
か
am火
審
の
原
礎
に
タ

タ
4
7
す
る
こ
L
と
は
伝
i
u
。

③
一
鰻
家
庭
に
品
火
審
の
量

が
ま
Z
ら
れ
て
t
t
の

よ
う
に
訴
明
す
る
@

弁
-
w
行
《
同
》
野
島
a
R
《
開
v
@
内

問
併
合
f
a
v
上
山
草
子

《
ち
ゃ
E

T

伺
v
r

a平的uhv字等①
様
崎
健
軍
《
梼
焚

Jq
悶
年
》
⑧
育
問
廻
綜
《
締
功
A
e

f

=

1

2

f

例

年
》
⑨
緬
嗣
竃
j

《
榔
鍵
小
阿

Z
Z
E
《
右
京
高
等
》

例
外
音
宙
E
小
=
ぎ

マ

小
学
佼
宙
局
管
年
寄
①
齢
別
間
在
京
侮
T

〔
窟
車
北
小
大
命
》
@
余
聞
大
治

ま

小

5
2遭

f
字

紙
商
小
五
年
》
③

T

膏岡
賢
一一《飛

鳥
小
六
年
》
中
川
街
化
&
r
ハ
同
ν

偏
包
み
わ
(
演
奏
刷
小
六
年
v
v

占年ν

+A
e
奏
刷
仰
《
肉
》
野

沢
智
恵
子
《
縛
功
小
年
》
③
出
X

E
-
-
:
 

厳
手
住
《
富
-
a
k
小
'
年
》
闘

ぶ
黛

f
《乎値
R
4白
年
〕

t

-Z
2
1
な
げ
れ
ば
伝

り
ま
ぜ
ん
a
お
花
、
じ
人
権
を
評

。

て

酬

R

E

z

i

t

s
勺
岨林

さ
ん
が
ま

た
二
百
万
円

~・・
向後
@""文

z
・
に
と
習

2

=
肩
書
ん
ハ
学
園
大
宮

五
r
H
M
拘
底
》
a
五
"
九
n

Z

一
条

理

2

2

2

に

.、ー

ハ

n
一
"
は

寸申
書
官

の
H
L
で
す
。
人

術
鱒
礎
蚕
員
は
国

民
の
織
広
的
人
織

を

Z

L
拡

1

E

と

し

て

A

Z

提

言

語

純
作
さ
れ
た
聞
和
二
4
阿
牢
六
月

五
に
誕
生
し
た
も
の
で
す
4

2
に
は
十
一
人
の
人
喜
望

n
b
依
翌

日
ら
草
さ
れ
て

f

i

g

-

失

望

t

z

人

目

?

と

i

p

て

n

t

i

め

ま

S

E

T

し

て

語

的

な

;

努

め

て

L

を

す
@

Z認

iEliELEl弓
人権鎗隆委員の日

人
権
は
人
聞
が
Z
E
4

、
く
上
で
T大
切
な
権
利
で

す
。
自
分
だ
付
で
九
は
く
み
ん
危

一

-

l

i

z

-

-

ニ
の
高
U
以
前
に
ま
ら
れ
f

E

i

i

に

附

1

一U

T

E

R

-

-

の
で
す
・

体
き
ん
の
ニ
主
聖
寄
付

U
館
長
け
ら
れ
て
お
9

高

の寄
付
と

合

わ

4

2

1

h

万
円
2
;
ι

ら
E

f

a
E

2

E

Z

H
現
金
で

岡
千
一
三
十
=
一冊
に
上
り
生
健
た

i

〈

品

m

i

t

-

-

“怖
さ
ん
は
こ
の
は
n
ι
も
也m

E

智

大

2

2

2

2

1
5
に
も
寄
付
さ
れ
て

t
こ
れ
ら
2
2
る
と
総

簡
は
=
子
百
二
十
万
円
に
も
上
。

て
ー‘
ま
す
@

ゴ
凡
ヲ
舎
か
ら
+
万
円

E

S

E

-

に
寄
付

-の
ほ
ど
ォ
t
プ

Y
し
た
福
温

作

f

i

t

s

企

五
月
二
土
ニ
n
祷
位
制
慣
行
金
過
じ

て
現
@
A
Y
万
刊
の
寄
付
泊
あ
り
乏

し
た
@
寄
付
を
し
た
の
は
ず
ル
?

の
阿
E
で
f
7
y
J

「

ス

7

y

ド

7
・n47
5
t
ゴ
ル

A

E

弘

二

主

肉

十

人

V

J

2

5

2

i

罰

則
f

t

E

立

て

た

も

の

;

E

f

t

-

毒
の
構
造
在
住
L

車

し
て
、
乏
し
'E

P

ロ

金

E
V
E

-
E
a
治
V

詰

朝
日

Z
7朗
自
語

学
自
日
E
一
T
量

一困
層

商
利
厳
マ
同
-
丁
目
J

M
W
抑

z

z

i

町

二

了

t

山
ロ
政
好
マ
同
&
4
・
e
繕
明
夫
マ

字
国
北

一

T

M

L

4

E

Z

E

喜

一千

河
村
綾
子
1

山
町
商
一
丁
目
第

二
・
宮
崎
約

-
ノ
本
台
a
h
制
凶
個
関
係
V
陶
第

一一-
a
x'
英
一
V
千
代
今
丘
・
北

村峰
居一一-m
v
菅
野
台
E
佐々

木
奪

事
E

T

n

a
z
v
z

備が
l
ヂ

γ

イ

ゾ

園

i
野
政
之

マ
mu
費
タ
丘
一
了
U
M
下
村
鰹
行

マ
同
三
1
M
・
筒
R
除
マ
同
三
丁

目

主

童

話

E

T

E

ru-!

?
・

仲町脇
a
v
開討一
-T
u
・
期
内
直=一

V
同
四
t
u
・
伎
仲
介
伺
m
V
経
陽

台
一
I
M
M
E
-
-
弘
E
-
r

?

4

2

暗

v
t
町
一

l
u

A
喜

善

同一

一子
日
・
小
久

保
敏郎
V
阿
亘
干
悶
E
山臣
官
-
v

E丁
目
E

官
降
也
VZF

ιEm二
・
川
綱
領
現
マ
岡-EEニ
E・

1
E
!富

山
事
之皇軍

制・
山
辺
三
T
M
M
向
a
R
4
E
V

目

玉

1

M

L

君
事帯

f

i

-
-

思

V
同
第
一-a
小
池
援
一

マ
阜市
凶・
山

p
i
-

2
1

;
里
一

カ
-V

E

L

-
Z

3

2
 

1

t

f

i

v

 

k
・
村
山
紘
一

V
伺
北
・
山
中
叡

量

一
a

z

-
-
外
正
号

E

き
E
r
u
第
一

-
R

慌
チ
マ
向m一一
・
加
・
玲
子
守
荷

量

E

干

目

m

Z

村
上
明

寺

西

量

五

七
1
1

E

マ
U
4
J
V
同
八
r
目
m
一

・
山
間

3

日

三

丁

目

・

3

成

中
山
町
倍
ニ
T
U
第
一

M
広
畑

S

E

m
-
-
E

Z

ニ

マ

学

Z

E

E

-
山
ド
繁
久
v

a'
H
町
二
T
M
a
久
保
喝
梓



M 561 IJ 

y，p 「T世
りよだ

‘
 

・
闘
金
aaで
の

-zeた
z
・
λ
・
行
温

民

品
E
E
-
-
&
2
1
2

中
高
畿
の
バ
ン

y

市良ヨ提昭和"年6月1鴎(討

4
司

λ
・
符
遣
の
竃
，

e週
a
A
，.
一
ん
か
川

伊
丹
市

i
T
E
E
-
i
 -型
-
P
E手
E
2
2

雀
山
・
・
1
7

・eん

暗.
‘‘
、‘‘‘、‘‘、

型
一
干
九
州
市
民
体

育
大
会

2

2

1
i
a
 

s
s
n-K 

に

p
t正月
。

一
H
巳
開
an
れ

作

守
備

2
8

中
心
に
品
川
内
六
a
T
一一

会
鍋
で

τl大
穐
目

前
肉

t
k
a恒
測
の
・

伎
が
行
わ
れ

一二万

三
千
七
百
E
A白
T
人
a
R

S
卸
し
a
z
L
t

・

q-七
時
一一
A
T

A

万
字

E
Z

千
六
柑
HA
が
齢
・
"
し

て
鳩
品
陪

KE

-
-
で
聞
の
』

2
行
h

t
Lら
え

興
0

・A
g
b
n
智

の

『
わ
か
〈
事
関
伶
」

で
も
侃
隠
し

t傑

小
学
位
@
管
，
ン
ド

障
に
よ
品
奏
が
観

寝
密
集

L
ez
ぜ
た
あ
と

?
?
Y

7
V
』
レ

b
a
b
b
に

a'
"
-
a

'
a
z火
泊
打
ゎ

I
げ
ら
れ

-zι

参 加 :
曜、川[ii1391'~玉"，li!"，U>"，-(j ~.!!.r ~~- ，~ 

.司w，ー竃事..唱で

.遁. 中，~.t.d崎

‘ 
』

i

t

i

t

i

;

z

 

i
tqi
i
i平

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

匂守山中

γ除
外
an舗

K

一
条
高
股
'
・
v
y
'
q
d
司'

F
7
4
2
2
3
，
 

tie包
ん
だ

ta掌

傘
"
人

-Ru"aを
b
H
I

、.
z
L
た「

伊
丹
隠
さ
4
・
宙
開
偽
宵
・
A
胃
炎
め

綱

ー

の

あ

と

:

伐

に

自

Z
一
・

2
-z
h

!
a
i
-

-
司
納
F
の
中
金
炉
支
台
に
慌
火

L
e
z
L
'
 

E
大

S
E
--5

3
;
i
i
 

A
h
aR

・uwが
盃
思
さ
れ
丙

m

E
2‘2
2
m型

車
娠
の艦
R

，a鍵
ー‘て
a
v
a

，

l135
1岡

兎
己
淘
，
a
n
n
・
〈
渇

T
，

abz

h
i
・2L
a
z

，A
・m-RT盛
隈
濁
F
た
む
は
そ

れ
ぞ
れ
の
会
・
に
a
w
nれ
『

h

T
品

f
a
-
Z
A

M
m
』

Y
織
縛
歌
・

8

3
ゎ
-
T
A
m

員

F
E
L
tミ

i
y事
長
2
.

，.

i
z
m
k
Eで

陣
}
鶴
湾
か

e・
で
は
虚
同
院
野

a
a
-
m
AF.
，lhFで
は
敏
氏

E
Z
R
E
I
S
 

-
z
a
g
i
 

で
は
や

ao--抱院
が

中

央

食

事

温情
で
は

業
着
が
そ
れ
ぞ
れ
行
b

れ

f
L
、2
2
Eに

剤
、

Z
2
2
2
t

3
 

t
 やめよう

途法駐車

2胸助活断の

..たげに.なります

-ー

軍
2
?"耳鳴



轟 en_3;=!･孝盛等_義.I-･ つづ書

8モカ■ 2]く1))

7こたえか 1】(2])
汁 1933(lqO0)

○■問と■介u)[二人{､▲7だと

tJ?̂ 4もの▲ちJr位kつけ{

くだ LLIL

IA -LJIILIq■14､L 4
A■■ 一■■ ■▲■I ユ●

IIJL■ iL■J･■Jl■ JLtLP
■

■隻鷲背唱背‡買主畏
J,■lLILLALu LI LJ LJ
か J plLITj uuLI
中u F,ILII)LJLILl
▲LILlLlI-Ll ▲l LJ

P 1LJLLLILILI Ll

1■- つ●t

o▲1'.I I.■ヽし▲pfILIIIl

のたわ AE～-7 LI■)IEと

tL{JLち̂ 1寸▲一

1▲√ヤ1tLも 121¥

2とさとさ千･}て14 :bO

3す,てIILい

lこ(_lILI
Zt 100

o (■Lヨtltた.12と事え(_刀

L=)モItuとの19なA.一γ
でT^ と′にJIt人LtてJ-ち

^01qIJ土と^ですJbL.
111* 277ヽI■l■11 1● ▼ ●▼-●

■Il ･rz′r/.◆r-r
^ ATLと) 116

)■ILL● ､■■■ IIA+

lr.fLhとVTLE)174

1 ウyユyr /tJr/TTLと

t●IrI∫

■その■ 125
7こI.えIEL 78

】†

○^なIJl.市コ二事■の●jtとして

との▲サfLものt:■1き̂ lす

Jh. (2つJl択)

1L/-◆■IPJA ILill-

lI rl▼PIlJ▲Pdヰ

L.い llヽほ41ヽ1

2tlノJJtボナ^ト
326 (】99)

】PI L.- 'Lヽ■
Z〉0(ll1)

lII .III
172(10a)

ゝI■L-t■
65(I0)

◆ ■■ ■●-J J'llI■
56(31)

7そのt 22(ll)
ll11二■1LIt.

270日65)

9 こI,▲IxL }S (58)
Zr )635()【00)

…

…

襟

帯

震

蒸
薫

繋

葦

藍

‰
叩
禦

翫

…

.

;

.
w

W
…

仰

,

.
=
;

仰

:i

;

仰

芋

.

慧
川

:i

叩

二

:i
-
'i

!
州

'

.

,

-

.

て

■

E
]

ハ
の
東

JT

ご

㌦
廿

叫
,

㌧

rL

･
.

I.
.
.

i

い

7

帥

X

7S

(

て

Zウ
uL｢

､
(

_

a

i

J

-L
p･]r

○■Ilt
G_.Z

r,ら
に
◆
t

叶

=三

･
ご

肘

〓

:

i

.

…

…

〓

…

仙

!
.

‥L.
ふ

i:I

:

…

…

!

;

∴

…

…

…
…

;:

i

iI

:

粧

-

2

3

一

Ln

･,
7

ほ

I

～

･

,･Lr･

一

-

一

-

I-

･･
･

･･

･･
丁

は

-

2

･,1

～

L･
-

●
_
†
り
t
t
_

∴
l,tJ
■
｢
<
L
+
L
L
･･
▲
T
,
_
t
11
4
-
(
_
I
.
-
h

鼓
の▲暮r土
とLP
L二十
二万市民
♪
｢住人
で.]q
Pた｣と書
上る土もづ

I
_て
‥h1.I_
.
.I_
ハt
._J-.I
...■d
′一
ホ■■■●

v
rII'-.,_IP'
-
IT
r
一
-
PPヽ
■<E■■
一E■

iJ書
AL
の
市
丑
に
R
T
る
土
▲
ほ
▲
t
t
宝
に
あ
た
っ
て
†
■
rJ<

J'こ
.

事
足

りII
(+r.1
<ヽ
▲1'.I
_T
'.I
.tt.

IJ
Jト
_r■
CIE_
･1.1一
F
_I
-_LJEtJ
I
Jt_i,I

tqr
J
r+Ct__
J
C..,
rIE_
('
'-
((■,
■Itt
L

tI
M･■
･･__
.

<CT-
J
rfC7
).･･,I.I
-~
ニ
ーヽ

: 嘉 を き く

■'■
J-
■r
†
CJL19
'
p-此･J■

■
1ヽ･,I
.-.･㌧
t
C+r
lrr
.rl

｢奈

良

は

住

み

よ

い
｣
が

73
･
9

%

r自
然
環
境
Jが
人
気
の
-
ツプ

I
J･･L.､1
.･･▼
･
JJ
<<t
f･_
7
.ヽ
1.
..=
.
.-.

:
T.:.
::.;

I
:.

.･;

./

]
:
_

I
'
.

:..
..;

'
..

i...
,
川."
"

:[[;;
‥
[7
...i.;

｢

-
.

."

.)

●
L

t
_
-

r
JL･t
TLR
_

.
,
■
.
.･
.:
.
(

.__
lr
･

tJへ眺カける人が･iJ位
て
と
Cそ<ぞ九
に
つ-てt■
比
の

I_
_■
1什
･ヽ
･●
T
dI'J..4.1-て
}
:
1
..･.

し
て
ー士す｡小
雅
た
e
(
i..そ
のii具
1位
-1
ー付和

ldL.･-･tt{
-･L_
･_.
I
(L'
二

･.i,
tr

,■
･･'...
1
.1-

1
JT'
(▼■
､.L..

ケルに外Jt･
F=ー鞍
の福
川は

u
ト
｢F榊
とH芥
J事
のと
お

AT7!

T._
ヽ
一ヽ
rr
,･,.."..-･'

E>
■
fIt
山上■
･ttt

,丑

蘭

〓
円

闇
門

u
圏

○圭
ttOLI
t肌t*
一)とたr
11て
･L
Iした

にり
-Y
のJt_
はZ
十Ett
人にHつC石
上J･■わーLLI

ut■●■
LT4
LLV
り1
J
I
I
(Jt
･+,ErI'
-

t,I.I
_C4_
J
rtlJ一･
▲
.)
_ftE
L■
～Z
_

A-I
..'･Jq
rJ
Jjtヽ
･a
ヽ
,･
■
ZCE:I-ヽ
･,,I

ヽ
nt▲
､.LC
i
'_-■■
1..I_
･''
.
I

.･･▼.
-A.

J･t
にF:発t
にtJL(五
十
五
にr書托◆七
と■̂
-L
r公

+t
だけ店
･7方
V
L
五十
書
一少な
-J
rt
書
■少
々

七+t
花
･3方
と■▲
JもJa
I.L
r旺<た<
た■らし
■つ

LI.,た.
_-ヽ
■■
･.･E.

1
4
'
_C
I,A-
･.･I

LJr

'JI'-(▲●
_■t
L1
.･,
I
t
･,Ilh
,-■▲.

も
のの
五十<+I
_ち
_l
h

｢性
んで･<
▲ゥた)とす
る

r
AT
I･･■･_-
-1JLI
■
■(◆tJ,I
_Ir
J
･..I

dJCYI
<I..I.
七とeI

■
h
t▲･_t■T
_JC'

かt
ttふ
つう▲
bd_
iE

h
CI_
ItI_t
l,-11･j

rtJbたJ
Cと土
J:れIT

z)A
r人LE■
■▲く々
-

t
r'
-_
･Jft
L
It+
て

YJg_
d
L
LE
_
S
陛

漉
)

今
回
は

｢安
心
で
き
る

都
市
｣
の
噺
盟
邦

l
位

o
JN■しい■

市●巾吐.1と
こC申

tL,.R分の書止に上
i

p

てこ<QらC書氏ホほど古
ーl
のむ
LJでわ
た
と
こ
ろ

C

▲うになる-

JとカZ]

dLJ
｢人
口■jEに光や
った4'ちづ

I_■tT*
Tr
J･J▲I
L
1･Jl_tも)
ナ
･-
/
r･ヽ

iJ｡一
J事
か
ゥiJOはr
女
心L
で
.)の■<
セはじめた五-

てI_Jyせる■fELでg
･7方

七
年
山末
年
■
印
加
し
てお

､
Jt
rtf
C_
'■
17_
･
＼;]JL+Jt
ハL
fヽ

◆p･II{JC=
-ヽ
･

､
･,;'･
I..I
.

相川川

ニ

†
十
蔓

L

or(I

-り■tEO*e
f柿蛇

7･･Lfr
.t
.-7
1.-

て
いもYL
qゥ
カC
｢.]くt･

二
JJる｣
｢とき上A,や
っ

I,

･'Jt■
i■,.J
･lヽ

†
A
._
-t
I.
_E
T_
し

て五
･'atと少
なく.
と′
に

六丁代
以上
Ct)
7ガ､l二十

I.CJq･･･ヽ
1
.i..▲-Il

.■
'
･,I.､･.II■

'h■
(A
.(
.Ⅰ
■
IJ

T▲'-･tP
･1ヽ
'
■
t

rJJEr
Ht1
tt
･,･ヽ
L

で
N
にt

､t
C上
し

て
▲

■▲
■
1'
･～ヽ
J
ITrJl

～ヽ
､
●■
､ヨ
ーt
､

Q<け
L-Ar=.IT

o
r
r
ュ

IIr
C__
_
J

_
.i
_
4+
_
'_
･J

zli.
一▲
1
...■▼■
Jt

一4
.(_P
J=_Z
J
.
lI

_
tZ■▲■●
(り
･･JIJ

t=)=_●け
1
.-1
､
J

t
J_､4
枚
｣
｢件tL

｢'
′▲】/′
ノ.イ
ソ′｣

A.LL.-fて-
'す

▼■t
.L
▲七
･㌧
r
E
T
I

二十
-E十代
てQj｢書
､ヰ
aL

L-1′
.･r
L
<
le
1-.

上
は
｢Ji事｣
と<れ書わ
'･N

十｡女丘
の方
.)二十
.三十代

､

'Ftt
l･･J.I
､t■.

A-
′ノ
て丁
カ
E十代
■ち

ほrf上tは
｢tJA｣上人
<

■ト■lT
'-
■
■上J

tit:で
r'
ン
さ′′
･/.

●ン
′LJ･してl古人
▲加斗

uょよ+
1.のは,ナ
▲.

〇__
__
rB
pt-r_I

†u
､
rtt
I.Jt=.

.L-J‥/
_■
●■I
C_

I
.
I_
-'

)I
_J.

■■
'
スlL

tt
スポ･･

γ68
と
▲づ
-て
-一十'

I+
～

l

_
J

AL

.JJ-JT
と

･■
･■_
Cf■
)
_I

▲
二L
三Le
で
は知ヽ
u

JJt占
巾Y
-JHす.
tた.E

世
て.二､十t.以
上
女f
て

Jj

E十Rd
上に.▲もと
rA力

●

ll,
,
･J
C_
II-■
.I

んで
JtT

O
'○■一
tJUC▲-1JJEf

LLEI4
1
●一
●
.1'
.･

･,CCCr__4
'･,Gqr

(・)

つづ.

.561号

家J閉与考侵害事委:E

..の・ 2.1 ( LD 
7ζ たえ，~\. U (2.0 

" 問民団的

。衡問.・.仰"て量費どと

動れるものh."順位をつを，て

〈だtれ
倍以下町帽目制 " ~ 
岬 鴨川山担

問 山間~.tft..lll

.， 

官官噌官官 喜望E置
M ・IU UU.IUU 凶

脚 1闘・11.1 U Il U 祖

蜘 O.I..削 .J~l 1.11 
仰山山削 IUU 
蜘 I11.1制 11.1 IU U 1.. 

スポッ ..

。T"ta，ι丸紅のしみ.・.像 "

のため M ヲ《連動"，と

をしておられ虫す泊、

1よ〈や，てhる 12.6%

"きどきや一、てLる '.0 
s守宅て，.f". (9.9 

・こたえ危，' 2.5 
計四0

。 〈働問で1 垂 f~l :2とHた"
に〉それはどのよう'l'>'，jIーヲ

です命。"に力を入れておら

..るものはどれですa、

1 ・陸ゆ 'l1.1l‘ 
2・れ蛾11，..... ~φポール..二F "f"ザ← F

ポルr，t:l 19.6 

3./4.11円片岡 削 柑

..  なhとぴ危el17. ~ 

4，''''''''''. ;;..""r，E 
10.6 

s ・".γ' ・‘
H 噛 12.5

7こたえ"‘ '-' 

It 100.0 

<> ":，，， '~It . ilil:Il"'*l駐 日

，の"なものe・2・されます

h... (2-:>.1:冊
..，ポヲー..の健侠〈‘衰の

酬.，押岬畠の酎

f. /::) 3凶 Ui(N‘.， 

"・)1.1百"ト32.609，9) 

3 野外異例~- "民動
23.0 UU l 

6.5 ( (.0) 

6.">tI-'?-，-の..
5.6 ( 3.() 

2 2 ( I‘) 

17.200.5) 
4.，.01 -:>'1'1:覗

5." ，/1-." ~ft 

企'b-a種
規

aされ

M
E
i
 

n--の
芝
山
克

-v.殴

-R
a岡隆
-m

め
-R

・』
L

とな'

て
卵
白

v
-
wは

z
a
r，
 

f

s

t

 

4

的
悼
の

S
Z

E
T
U令

e

tazす
5

“.WM‘
.
め値

化

J
a定

m'

め催・関側am

量
品
守
、
れ

て

'
'
u
e「

E
の言i

a
 

防
策
費
」
a
a
‘

て、ま
す

。
眠優位向噸位

A
C
ら

に

今

az

-
-
a
z
-
E
量
-

E
れ
ぞ
E
Z
τ
E
E

--位づけれZLてもb‘
.. 
L
 

t
・
そ
の
結
果
位
は
併
瑚

聖
Z
」
で
二
w
a
z

z
z
の
E
E
t

u
r
-
自
白
タ
君
主

向リとらゆ勺まLた
・

".の.'"に*f4L.f"
'.0【16，S) 
9.5 ( 5.8) 

1図'"∞。〉

t. .: 1.え".
" 

【唯..につもて

1上下.遣の盤・ "処.の

充実 "..省('l1.0:r.;)
2生活道路-¥"-，'"硲・め..

・，.，【2-1.2)

s公園健槍の..
31.9 (20・〉

4聞や掴.酬震の実質
3・・(iIO，3)

S醐晴Z良輔の醐

"川間
6そ の. 2.4(1.2) 

2こ尻え危‘ 1.2 ( 0・》

ft 195. ¥(1∞0) 

ω主化現釦~."て

I.OM..の保傘

75. i% (3・"・3
2史聡の保全保.

鑓'1(29.9) 

3附物館はど文化胞債の..
舗 5(13.5) 

4..t;'C受付λれ酬の酬
26. I (凶."

5 ， ~雀大路など遺跡の自限定
6.8 ( 3.5) 

6.-1:"'. L5 (0・〕
7こたえ伝、 1.6 (0.8) 

E十 196.30∞0)

例.市再開発I~""‘て
1・・踏の・.. ・ ・・

61.6% (31.7") 

2級a・f・-広.の.個
お 3(2(1.2) 

3像通過絡の立偽化
~ ‘ 〈ロ m

..111..司町闘の湾側提

担.!HI・"
5，110(，&の再H'

21，2 (間約

Sその陸 3.3 ( 1-7) 

"ニ t~~f， l 2.4 (1_2) 
It 19. 3(曲。?

(')AJI ..1企..にO.て
1医健保健輔の酬“，% (332智〉
は 姐刷'貨の制

・6・《忽 η
，.，際級育施Z障の..・18 (21ω 
4社会ft..a(公良則 m合

関野"ど》の..
20.000，2) 

s晴，.，11-:川酬
20.000.2) 

6その他 。9(0，5) 

7ことえ危な，. 1，5(0・〉

" 】錨叩∞。〉

"湿梼".1:-:>¥て

1， .I:t.~院のa日開 智.
鈎 1% (25，9%) 

2商黛の鋸興 39.3 (203) 

3. '1'小金集剣搬の兎う制
39.3 (20.3) 

4続...m語象
326 (16.9) 
ぉ 803.3) 

• r 

z 

一
z
z
-
Z
2
t
E
Z
に
よ
る
詰
t
E
E
遥

L
E

t
f
z
t
、
宇
一
一
万
E
a
-
E
E
t
E
s
t
i
づ

;

の

た

Z

E

S

t童
t

そLて
ζ

れら鎗-m
に
・台市民の戸生一k-Rさ並るとの

まm
政
憲級
会

市
民
側
議也aLUEめ融
政
綱
・費
者側をユ
タ
ー
マ
マ
さ
ん
特派
員め倹
置ιほ

ど公
-z
dmaの支出実に努めて盈
-zした・『市
盈
に
今
札
て
の
位
・
調
会
Lも
その

-
a
で
町
拘
阿
+1二等a-nら・年宙実車ιτuaaすその調
az時制
幽震に
州て
き

i
j
ii

に

ti
h

は
E
E
に
守
込
んで
還
を
は
8
9
f
f

昭
和
幸
九
z
-
z
t
二
E
E
Lたもので

・
2
E
主

ポ

p

i

p

-

z

R

E
E

L

i

t

「amの-A
dm
m7・-eL
『
tmの
恨
走
』
「
市
の
館
」など+
噴
日一一
十
五

閃

ant成
9
2
司
て
お
り
測
に合円前倒容企して市
散
に剣
す
る-思見・痩績を

聖
t

f
f
ら
そ
の
2
1
η
長
1
2
L
1
・

りよだ

「奈
良
は
住
み
よ
い
」
が
ね
・

9
Mm

『自
然
環
続
』
が
人
気
の
ト
ッ
プ

。
.患者
.
鴫
e
w
・
喝政
・刷費

にAソー‘て向調鑑um十関等師R

U
E
-
じ
E
品
号
、

3
・
・
"
2
1
『
住
ん
で

よかaqk&-s，』が鉛第tω

z

z

z

z

F

E

 

皇
位
m
Z
に
2

2

E

隼硬化付舗
・7
Z
V
L
亙

et

七
年
度
指
3
1
E
E

L
-z
した・rs十九奪貨はη

'
m
で
a
E
a
f
t
る

A
の
手
八
E
t
u
b

-
ず
つ
主
主
下
Lて
き
て

-ことた
r
ねてみ
怠
した

人
に
三
勺
め
符
え
乱智也市めa
ー、た

必
そ
の
納快
u
zm
園者
グ

ょ
lh

』が
M
倒
的
p
h

・9〈
u
e

e砲で傭
酬
の
W
E
M
よ
り
S

らに‘〈危吟てt-zす・こ
れ

に
E
2
2
2
L

3

2

2

L

z

f

t

 

iと「住
A
な
れ
たnらlh泊。

2

2

5

7

A

F

 

欄
盆
と変
わ
り
ま
せん。

f
f
t
と
と
す
る

2
1
1
a
Z

F

2

 
t
nで

?
-
4
4

・

‘
仇
abえそ
eて
物
価

m

“.

t

i

-

-
員
制

内
の
適
絡
先
ag'織が
az，、伝

J
E
A
と
z
b
t
r

T

Z

2

1

F

 

企「
賀
、"に不便』a肉・・て

」
た
ω

長どこへ

ーの

-買い物は

り市内で

ヘ'
， 
J 

-
1
t
t
ます
が

定

借
肉
は
・
同
-
R
・
嗣
a
と
も
に

w
l
H
2
2
2
2
は

H
7M企mvaγ
aR
少Lて‘
.z

寸
・

R
E
測では、

回則市内 一
書

E
Z

近
畿
吉
野

酬
に
閥
均
z
h
上
位
で
と

4
2で
は
“

7
Mと

-F

L
I
-
-
S
喜
内

舗
の
人
Z
22

4
駅

H
aL

か各
PM，プ左右勺て
山、，
，

z
ι
外食

刻、
古
書
u

市
内
側陶の
釧
〈
内
4
%
に
M
m

ぴ削除外側向は
大島

京
嶋

そ
2
1
2
て
M
A
と

す
級
品
以
外
の
船
内
2

1

2

3

2

1

I

 

10AM傾向佐川Lてー‘
‘zF胡

『安
心
で
き
る

の
願
望
第

今
岡
は

都
市
」

。
E
L
u
-

E
z

t

骨
て
』
れ
か
ら
の
様
健
市
博
ど

T

2

2

1
員
t
‘

2
2
E
で
圏
、
z
t

k・
・
も
.，
bAvtのは「安心し

て

f
Z

官
、
u

L

勺k
で『
変
化の
宥
9aー‘
uw・

2
・
E
Z
S
第で

こ

一
f立

ニ
の
小
か
ら
n
Z
E
民
a
L

近

L
A
Z
E
た
と
ニ
ゐ

『人同
細
細に
HMAWA7たsehリづ

i

I

E

:
n

o
m
 

で
こ
の
調
t
は
じめ
た五十

七
年
以
来
常

繍々
飢
し
てお

;

Z

i

m
-

-z宅、
1
・

5・.司駐の艦興

-

纏

待

『

ツ

繍
-
に

ポ
策

ス

値

の
と

市

般

1
1』

半数近くが

fl村、の込i!fi)Jを

2
7
ヲ
慣
行

E混

E

2
2
a
Z
タ
寄
付
L

て
い
る
で
L
z
'
n
a
「
よ
〈
や

J
‘
る
L
E
e
s
て

て
ー、る』を‘a
b
eて
U
S第

t
旬
、
，
、
a
r
、
，
a

宇

すai--4‘，
ー‘・
ba佐
aaじ

て
お
'
%
&
少
た
〈
企
〈
に

大
十
代
以
上
Z
L
Z子

伐の濁
・7U薄日か‘bだんと‘

H
z
t
t
i
・

書
Z

F

2

・
2

では守生《柿

g
定
》
u
m使

砲凶刷では・
4

・《U2・治》

T
a
に
隠
ー
‘
も
の
と
し
て

血

凶骨
肉-m《岨asu吊
M
，
“.《M凋

5b弓
v
a
R
a
《
例
制
・
%
》

tvaげられ--す

。.m椅
ス
啄

l
噌

'e.

，a，、

f

z

、E
E
誌に

E

Z

f

宇

4

2

1
F
t
z
目
立
一
人

.《同事
s
a
a
の
n
1
定
》

a
こ
れ
&
・
げて、
ま
すっー‘

で
但
‘
曲
事MU
』
『
体温開
」

'yaa'aFシ・4y，，」

tb峰

AVてー、.z
す

匂
齢
別にみる
ξ

・河性ては

二
十
品
十
代
Z
F
Z
L

t
z
z
a
干
代
から

そ
E

L

i

t

-

f
e
k
佳
の
方
U
二
十
三
十
代

三
E
F
λ
E
1修復
」

ab'J?ですか同十代anら

は
男
子

b
-
E
L
l

-

T

1

1

2

t

 

岡
山
で
1
1
2
'
t

f
r
t
t
t
a
m
M
 

!
?
A
6
 

01

1
2
 

E
仁

令

官

a

t

t

f

i

z

;

z
a
 

伊
か
F
，
U
1
2

・4

町?異，L

awaη'nd
t

'dm鋤と勺づー‘てー‘.z，

"ゐ係企も司
・
a
E
，、たる凶Mと

『
2
'
E
S
F
a

A
二
十
e三
十
代
で
は
鈎
%
以

t
E
め
て
‘
，
t
t
"

峰

g
d
A
十
代
以
K
1
b
M
W
で
U

T

E
走

2
と

S
S

T
m
p
L
E
喜
一
位
畳

んでー‘azす

。
E
E
z
e
t
に
Z

L
E
;
4
2
公
園
な

どの台帽の廻鋤‘.aLztのz'

i
一一

一

:
i



汚 毒 'aLJ こ

th
._E.
_
｣
ほ

う
Li)は
と
ん
と

■MJ'
pH
ヽ
L
,
.
(

～
<

-

●ヽ一▼'
-

1
ヽ
t
■
■
∴

モー.utu2*
-
Lr,*
と

]
ナ

4t
LrJ■
●7-､､-ヽ

て_L'｢任p
f上しLは再di書て

+

く

五

･LRと
ハtーjl
て

F‥

_
■
･･ヽ
_
I.･1

1.までカ
ニ-代
の女ポカ訪

_ヽて

■IdrT.I
.
(

作

'

Yでpfも
と

∬
〆
か

払

･

･ヽ■ヽ
･
IrJ1■'山

･
p_
･ヽ
▲

■
･.
/
ヽ

.T
'

ヽ

七てした

○

住みJtいt由

rHんで⊥

■
.
.､･.L'
･
)
･,'
-
.
Z
ヽ

<
人
に

r
t
J■
そ
う
出

t
t

I

′
.
J

T点
れ
JLE
_
Z
Z
▲

†

●'-●T
ll
_
E
I

Iり寸

t

I:
･L六
日-

〃

-
;
.

■

'で_.ー■■
一

_I.人r.

--
-

H
■
■
J

･1ヽ
'

ち
<
て
3
'

と
く
に
t
暮
て
l

I
_
L
I

/
-
.I
,

〇

一
4

'た41-4JPdい
■

■
Irに
住
ん
で
▲

カPLと

Ill-4.)
･,tt._り
1

K1.lJJJ
C
ヽ

_
二

ヽ

/

(･･･d*)に予
､JHtんカ

～t
r_L･.I･;
r_L

下書
｣と1

ぅことて
した.二

i

-
1
q
JL
E
I
E
*

の
It
_

E
'

u

土
9
7(-IJdgL
けてJb

レ
也

t｢

○*-1Tい■はと
こfJH

■
zt
‖
･J
と

日
の

レ

ナ

l
IL■
t
r
_
■
T

■
.I

;:

■

介

JIPに
と
こ
へ
枇
<
け

ちカ

lII.･JIL
.

.ItL
I

■
t
と
し
て
t.
｢
近
杜
&
人
P
･

■

;i)
･J
<

_
,.L_
_
リ
一
J

qヒ性て
ハ

51
ガ
･J

qT

tと･;{
つづJて｢i

(
■
〃

上
位
J

J占{て
l
t十.
u
t

へI

JC_IJ
rLf,･■
'

･LJな

って-
'

す
†RJtt.1■
■上._It

t.Cに._
tTLLJ･14'

-

_.二~lt.u-れrZ
_

で
_

r■▲e■
ホL

t

そ<メ

ハ>ヽ
U･lC
I一●て
-･■

l

<<
_I
J･一41-,__

1

､-I
.

〇
T
_
0
1
>
r

_
C
t
r
F

奈 良市 へ の 愛着心≦
%と 高 く定着

史と伝法 ･l■に暮 カ 一 一

○■▲t
へ
e

t■書

七一.て

H
.=]'■･.JLJ･

･･(
'

r

r_
i

.

t一･VT
/
I
.
･,

Q
と
I

へ
て
<
JI<
L

LU
｢嶺

t書J,まじ,O
と
｢t<

'<

t_lI_･▲J′T:
小
~f

oヽ
C
'り押入にl11人hI

■r■JJ

J,て

,し･■t

て-
∫
-

･,C
t

甘心lt<
○■II-
■し_▲
■q･J

I_･.4
.-J
rrI-
_

る｣と古
土たき
TO人.l｢
と

こにt■J･生じも▲｣とt-

て

･flし
た

Uその古土は･L(I

▲
rb4'とk■

eII■

J,｣(y

Ln*)上r)
C
lr
t
r
J

L(A

-_I_
IIC･-
_I{

C■★C<
き
■
Je比Cも

J
･

と

1._ヽ
4'.p
t.､JfI■

J

たホ暮JCe
･1ガ
Jl_A

る
と

二

九LEて衰<の_力の

<
F
u
上
J
d

JC

Cもこと
に
な
り

t
t
.

eJ･1F;につ書
一つJa
.し

て･JLr_tLiJ.

lt■■(I-1
■
.,_
.i

■

-

1■It
_

I

･
_

t
C
ま
ま
J
で

つ
づ

ーて
rr

･6-1■L
･'_ノ■■J

r
公
EE

は
_
の
■
★
｣
と
tL.
1
て

Z
ウ

q
EH
上
比
べ
･O

と
､公明

･
J
_
S
r
_
)

_Ikr
･･
J

A
Q
■
JN
A
て
t
t
･L

～
_F'(__
E(_

It
JtJP
･
'
､.
I

t■
C
促
や

触

託

｣

て

こ

の
二
台

に土

中
し
て
tt

十

T

O

▲<<
(

_(_■
'
■
川

{
】t
一
IF
_
､
,
■
､
_

∪
･.
r
_
一
r
t

■●
ハ
■

■

dq
IZEのh什化Jと1

.

て.

tr.Z.;rII,･..I

一■t'C
'f
tr4
l

TEZ･･.ヽ
ttr.II
ヽ

と

こC
fyで
とくに1くけ

1
て
J

JMす｡

4'
(IrLL_■-._

てJ
1十.

r

_r
l

･.

rEIJt
･

l

Y
と

II▼■
q
Zr
.t=
し

くお
p

小
で
J
二
十
代
は
lT:

lヽ
ノ
ー

舌■している1ボーッの+Jr

-E【昌L ∴

M

〆

望長掴

と

4
哲
人
会
Z
E
こ
そ

あ
れ
何
ら

nめ
ス
ポ
l
J
Y
を
L

てー‘az，
開
釘
測
で
は
明
伶
泊
鈎
s

i
;
 

中
で
金
十
代
は
n
s
t

8副
引

R
L
r
ー
、
A
n
j
i
r
、
て
震
毎

ι
g
o
n
a
L
a
m
げ
て
も
ら
、
，
L

た
具
偽
的
な
拘
m
u
n
低
企
L
て

は
一
日
倫
金
伝
ど
の
濁
働
会
』
a

t
a
t
A
"
で
し
だ

五

聞

に

あ

た

J

2

2
長
備
に
自
主

t

r

「

E

L
て

惜
し
ー
、
L
M
何

2
隠
陶

に
す
〈
拘
m
L
た
‘
」

ロ
併
ら
ゆ
と
‘
っ
て
も
g

R
自

で

t

i

績
ん
で
弘
?

2

3

.
，
L
て
i
‘
，
r

L
る
の
a
'
R
a
泊
り
で
t

こ
れ
に
刷
用
L
て
『
よ
か
今
た
企

-
e
L
n
K
L
』
は
当
初
ほ
と
ん
と

a
m定
'
m
簿
記
号
'
の
か
問
。

九
.
庄
の
1
0
‘%食品
R

鉱

i'

そ
れ
以
後
U
2箱
J
5
U相
ル
ニ
ャ

'

h

に

宮

2

も

5

2

で
L
た
圃

-
住
ゐ
よ
L
L
は
高
得
齢
層
で

?

手

T

7

2

4

n
'
z
，
“
m
2
%ι室町小Lて

‘
.z
す
が
二
十
代
の
L
案
件
が
u
m

A

l

t

a

i

 

"
幽
瞳
で
み
る
と

脱
届酷か
“

7
Z
と
保
，
、
a
u
L
.
‘.Eb邸

7

m

h

〈

E

E

t

z

白で
L
た一

。
鐙
み
よ
い
竃
白

「仲
ん
で
よ

b
司
た
之
思
う
』
と
諮
え
色
開
A

A
人
民
『
な
ぜ
そ
う
思
も
a
g
Aτ

E

z

t

T

J

に

罪

2
て
お
の
企

A
S
で
は

剛
%
に
a
L
a
z
し
た
・

。
よ
か
Z

S

E

ぃ

・

-

a
t
f
f
t
F
と

g
h
k
i
‘
』
と
符
え
た
人
は

川刊

誌

a
六
七
厄
人
の
う
・
り
三
九
人

《
s
s
・
-
v
ι
a
M
号
室
電
ん
a

そ
の
理
仰
の
i
P
7
プ
は
『
受
a
A
F

不
便
』
企
L
A
，
こ
主
で
し
た
こ

れ
u
m
給
開
a7問
年
の
問
先
閉館

U
慮

"71-A'
i
k
腿
付
て
き

'
z
a
h
E
t
て
か
れ

民

の一一
項
凶
が
例
有
企
ほ
ほ
剤
"
で

上
位

E
号、

1・
以
下

t
S』「
R
a
g

L

E

J

v

t

 

i

z

t

t

下

2
F
T
比
『
百

島
市
』

a
，
e
h
れ
十
代
以
上
旬
、健
m

E

a

t

-
市
L

t

ぞ

れ

2
12
:プ

E
め

等
"
に
よ
る
t
t

てー‘
.zす
・

。
椅
・
寓
@
-m
u
-n
市
の
m
草
作

Z
に
=
-
q
2
9
4
市

2

2

E

?

"

t
で

u

t

‘:
Z主
2

1

7

'

主
2
ら
よ
L

か

Z

E

M

a
t

t

。
金
一
司
U
に
勺
e
一
勺
渇
剛
院
し

て
も
ら
L
t
円

③
作
環
境
め
震
・

a思
'u
，
、の

でト
1laの
E

7

‘

理
の
充
実
」
で
つ
づ
L
て
一
骨

量
軍
A
E

の

Z』

『
公
園
Z
E

F

4

J

r

E

A

z

t

公

園

t
i
i
i
 

E

f

-

-

t

 

⑧
-
化
.珊崎唱の
-R

・n
k

・

-Rの
保
金
』
が
‘
，
，
ず
つ
、
て

E

Z

金

量

」
で
こ

の
一
五
』
建
中
L
て
t
室
寸

J

@
-
a
m
m
聞
血死
の
柑
遮

寸
a
m

m

Z

E

L

g

t

〈

u
p
証
a

r

宮

E

「幽民民a虚
届
a
帥
愉開
の
e
仙体m化
Lと幽腿R
 

‘=てtLL，:
，E
.
r

=

刷型宏は

，a庖岨崎即
の
煙

a
.. 
司

a.
欄

ム8n.‘‘.島• 

で"鎚尉

e3
.
%
布
耐
.
廊
冊
で
刊
5
.箔渇

企
?
-
~

令

fて
k1
.

@
-R
・岡
町'
U
信
網
貨

の
筆
鍋

、“R
・槽
保健
体
制
の
az実
』
a
u
a
z

レ

主

。
"
-a
買
い
・明陣ど
こ
で

幽-
体
H
K
と
H
の
し
v
-
v

事
警
2

Z

L
2

y

a
・
合
工
じ
L
と
こ
へ
問
先
げ
る
4
n

-

t

z

'

h
j

n

y

 

・
廟
企
L
て
は
「
近
鉄
R
K
色

7

1
L
f品

付近」

l
J
u
--
v
 

a
e
凸
め
3
h
て
「
次
官 " 

• 
， 

良

.
，
.
，
 

.， • 

覇権

• 
• 

• 附

" 
唱宮

。i
j
tて

う
お
ら
Z
出

t
B

E

t

h
-

品

じ
ご
も

a
員

2
2した
J
告

Z
F
:
2
1
 

2
主可

k
i
l
n

0
・
も
A
q
9
9
附
人
は
毛
人
以
l

i

t

J

L

;

定

:

;命

令
比
じ
め
h
九
AT
q
喰
カら

r

q
品
M
t
m
告
で
m
a

L

T
'
d
ど
で
す

"
員
で
は
K
E
主
、
は

士
号

tに
午
前
倉

?

血町仲智
a
B
民
間
〈
伝
る
に
勺
れ
健

Zほ
-af-
-

Av
-
-ι

・
じ
る
a
前
問
て

!
9
1
11忠

仁

ゐ
与
え
た
喜
一
日
に
2

ニ
に

i
j

F

て
A
-
t
ら
そ
の
符
え
は
K
T

a「
，
史
企
仏
艇
の
・
8
s
h
e

5
H
w
a
『
ω
m
-R
ms-』《Mm

-
M
E
E

t

宮

市

2

・胃
2

3

2

2

1

ら
え
て
す

L
ι「
m
b
a

i、と衡
益
』の
日

1
%
を
畑
え

t

t

て

官

の
脅

の

A
割

u

i

t

-

-

E

r

az
?

・

一

品
相

1

一

定

一唱

一

〆、

.

ム

，h

統

一

仇

出

η
歴

• 
a陵

奈良市への愛着心

~ 

戸一一一一一「
、 . 円 安で .慢てほ ' 

i;iii回!iliil
! ，他^'、 幽 '“:lc~9 i

1μ;;闘;fti;i
i高 周 "聞は::かj

i'tI幽 itfptl 
i iE;:22内VSF!z術 x-凶--・I

E同 244E t聖|
家 族1

22・章E-会 思刷|
ヤ-'¥1 .今・、 i 

! '均 子・Et A t j 

LJELJ--1.i 

調

-

u

s

a

t

a

t--oi 

r8a
自以

:Atニ
N;

A』&
 

i
i
 

i
i
 

《亨1.1dJプ1舟と》
:
ξ
t
ι
z
"守• 

ιi置に;fz
gで

f行

t:‘
=

i
虫

tL
 

~
1
2H
f
 

'
'
e
v
'
'
l
μ
a
v
h
V
1
 

1

i

!

 

‘
月
十
六
"
'
月

十
U

E
E
'
Z
A
S
2
h
 

f
量
《
E
Z
S
一
き

t
L
t
.
 

.，良市の4害調帳.

。#，ttf， はこれ".f，の.<，1..の

9えて 罰青島市1・，のl~ I注.
，1"今年ること1・'0'11Lh!.恩わ

れ 1""'0 (2勺溢根》

L*のS わりの値..陶fa:'~

'Î' "('.IJ ~ 環境.勺〈り官

む Lて..ゐ.，11
位 7省<22.6'ω

" ・Rや文化財を司 ".LI，II'*
性化め削 ，，，，.，-u酎 k.. ・1・【22_0

3 (t.もや4巨人収，泊 ・̂に'

'"れ すべての"β ・'"
.う価総の.市

3・・(182) 
‘M 酬の使山〈 間 金

はじめ繰らLの FべてのM舗で

慢"な.，柿 沼 I(13.8) 

5 ""."，の'"."'.11-~"んに
ι 州叫討念日付ニ

"'''/11まる前'"ちる..悩
21 9 (]L6) 

"号令告すのふ..はぐ《み そ

伺・E}Ji-仲.1-tlU'噂鳴に的

ぐHtI..市 20.3(10.8) 
7その. ¥.2 (0・〉

s一氏 V，μ o ‘( ()，:2) 

lt 188.8(!QO，()) 。t管制象食事ιつもてつぎの

孟う九:..l:Jld'" ~ itlt この

" '>Þ， f~たの釘考"民..‘
ι."どれてすかd

1. J" uJII晶 Z止めあれ'n.n.r，
i".jh 見合弓 f~ f t，づ〈り.

l曳めるべきだ 7J.0・‘
2 れ u，のA."111働川}HI
3えるべきte. 22_5 

3榊 "陥"同開発全必めるべ

eλ "  
‘ tえz‘ . . ，

"∞。
。あ主".l 、一 れから~1l，1脳内，

'.'J( "i"還のて、 うえて

何か..f!と想j，/tt-r・.っ
向仲間J，.o:h2刊唱

んて〈口"

雪組の."き ~. 
3.;れつ， .!~街並 13， I 
川蜘酢 川

崎航醐 批判 ，， 

6商事作.か".涯の室町。e
，.の値 " 

1. -f.ぇ"‘ u
計 1旬。

帖却の同てす1."lIi~/，..， 

て'"-、と州や胃恥 M ・

rt. f<いこどーへ，"れ， .， 

， " 
1近.同大命駅付近

2近鉄朱良駅付近

3.)，;IUiiII 

・近脹.圃...付近

，.の値の憲良市内

a図録.，担割岨

'.服飾大..守近..・N・幅
'その飽県内

】Oその飽

日 :t，，-，.正札

" 

w
o
p
-
，
 .. 
5
'
3

0

・0

a
M
M
m
S
2
1
0
0
3
5

∞
 

轟問主:タゑ答J43

昭和ω均"月 1日

。 〈和問で r.t ~...lc/;!'-hl. 

も」とF唱えloJi!O)どc、う-

，からそう J;!~，\\に伝り"

'" (刊溜附
l免aか不使5遁・第 G!:24%) 

2働細企‘1- .IIU O!U)  

3.AI咽.“<t" 
35，' (14 3) 

4 胃称:~，使 359(1・"

5.11:1"聞岬 23，1(9，2) 

“;， ¥ ，;， IU' 1:"'1IIrl (.~.. 

~lIlI，醐岨凶〉刷、b

，ぜる 7.7(]!) 

7向"珊挽がよく伝t

" 【 3.Jl 

8..'，I!骨 材足跡 "・aありす

・{， 5. I【2.0)

9.!i!.，'M''I-‘ 2‘( 10) 
"公明d'，.、 Z.5 ( 10) 

1I，t""'，. 15，4{6!) 

"ニたえは.' 10 ， ]{~!) 

.f 25UO∞例
。，l， IU.ll ，奈良!仰~ of: lr~嶋じ

j '''~'o 
1・dちf...of:<<~墜どゐ

51 ，i地

2盤〈司・..盛じる ..， 

3. t:匂らとも‘え旬、‘ 121 

..重~f: . 1<"撃じヨ‘"
s 令-t.~!f.t.'~札。，

5.~f，i.な、"

“ 100.1) 
。 〈備問て].ifoIl.Z.，を符i.!oJi
に， .年又は 祭R，bのどーに

...ぉ!f.t: I~ft り玄すか
，.史，仏伎の量か3 ・85'包

着

。"，f.l:loll，無良市にふ住み。"

今て何司。ーな η重"令。

]，311'''拠" ・M
2，3"1'_7匂 15，6

"旬、"写 n，
‘16'1-2511' 18.8 

"例以上 "・
6.h~.r， I" ， 1)，0 

7ニfoJ.f.“ 。7

付 1∞。
。ぁlaoll 奈良州→住んで「ょ

~，.， t~J 色刷恩t です，" 

I ， U 叩たと息~ 73"‘ 
2， ，t.&叫と~t~，- 5.8 

3， tcむら&も‘え俗、 17 ，Z 

・ゎ，ら信‘ " 

Sニ化え伝‘ " 

" 刷 。
。 {酬で rl.~..， tc岨，，，

符えた};Iq1:.ろLうと"ら

そう何処Lに危りますj命、 【3

勺a似》

¥，n"".噌のよh
8-1.6:定"‘"怒〉

U.IU 史除名.Jr， l机
制【17.'】

3公 ."1'&'1'，0" 43，' U5‘3 
~ :r .~n 少な， ，・ I(1Z8) 

5.!l ....fd'f'~.f. 
~，【"の
198 ( 7.1) 6 1:.illli1i便利

"噴作例R旬."よ h

6.0 (2，1) 
，.仁 18)，..ζ10) 
1).2 (1)。

l息(O ，~) 

0.6 (02) 

凱"問。》

場現

. .慣駒 山 ‘

9 Atlld'l.‘ 

凶細川‘

11. -tの・a
"ニ，え位、

g住

{的



ん .kf Ti- 蛙'9品 以 諒 警 三 書LZ人 --金 1㍍ Jlて 除 き 炎 の l一7-N I ん ､EJ一 社杜 L と n F～ .書⊥ 十■ ■ +■ JLA 十 ハ ■ r Jベ とP ｢い 尤* * し事 こ き BLZfiして T.の つ i:I+ ､し4 投 つ -'冶 い き む づ て 生か

闇 紺 闇 雲 ｣ l r J %

童ii◆1L -t十■

■- の 汝拘-. - 一一. 蔓叩 喜 怒 て こと.皇箔 ヂ竺 ヒ .̂m 笠 ,Li2号 雫 三 流 丁 - 玉貫 き 喜 重 責筆書等差妄 空 室 壷 慧 葉 霊 室 第 1.萎 裾 .: 誓 貢 … 芸 三 軍 芸 含 ま 藍 誓招 取

佐 吉 ;室 蔓 盲 端 緋 妻 喜 毒 潮 害 … 葦 緋 蔓 描 踊 長男 至 言'に Eq ワ llJf

ヰ Jlt芸 蒜 占 ; 盲芸 1̀.雪男-ヱ 巴 孟 宗 ;忘 芸 U y ; … 左 官 よ. 霊 長 d 淀 と慧 蒜 宗 主 ,';書

で そ 清 畠 琶+ I97dく内Je 結 き St い 〇㌦& i.ス 戊 崇 央女 の ノrl ■を▲!し兼L .令 - h tdき 葦 三碓 蔓と も 犬 上食 の い 可 . .,i三主う流 /-1空,絹 だ - てflJLえの 臨 む 下 rY1- 理 事 ト L】LE=役や 仝fカ'.つ 1 イ らン糾 け ll が ¢j

B良 市 二 BEで潜 招 宴 窮 描 妻 紺 … 淵 … ㈲ L主訴良 羊 V

-ウ て さ い . が 見苦 … 吾 妻 宝 冠 最 蓋 妄 言 蓋 芸 壬 m Jili菓 去 ま ぶ 菅 1-里 孟 宗 芸 与 壷 芸 書 等 至 三 塁 ,,I;雷墓 三雲套 ふ

し一 の -で 人 中 Jl豊 富 告 要 苦 言 LS.霞 損 三 塁 主 藍 管 書 芸 鉦 - 至 宝 を 芋 茎 妄言 冒 三

塁 等 琵 頼 萱 去要望市昌紳言 霊 望 島 真 幸 宍 誓 品 手 荒 法 令 主 だ L,i誌 ざ ま 苦 さ 呈蒜空 蒜 己

音 表芸奈 ら 管 実 ,! 害 竪 管星型 誓 書 董 蓋 蛋 舗 至 讐 彊 書 芸 筆 書 損 喜警喜 美 藁 妻妾莞 LTU日

(.) 

E

聞

E

E

l
z

;

E

吉
抑
止
2

E

書

長

f

i

r

-

-

E

i

i

 

昭和'"年 6月"りよだ民市

「陣
吉
者
生
き
が
い
の
場
に」

2ミ

福
祉
作
業
所
開
所
式

奈

B

A

H

-

i

f

i

z

-

-

i

議

長

雌
酬
に
断
機
さ
れ
た
心
身
陣
脅
お
循
一
間
て
孟
市
む
身
障
脅
お
〔
児
u
禍
祉

i

《

E

E

-

-

i

E

t

-

-

Y

と
霊
童
仰
の
2
f
E
R
7
5
L
出
席

2

2

宮

ー
ハ

M

E

-

-

;

i

し

ま

し

?

の

後

れ
五
円
悶
市
長
編
本
主
m
m
会
議
の
聞
所
弐
で
高
門
限
定
m
n
x
は

「
この

畏

は

じ

め

2

1

2

2

は

2

1

i

E

E

A

n

t

j

i

t

-

-

窓

人
が
費
し
て
室
長
L
t
の
自
て
建
て
た
も
の
で
す

J

た

e

E

E

E

プ

1

2

A

T
-
-品
Z

E

に
広
翌
五
言
語
放
苦
し

2

1

i

i

は

f

i

f

-

-

s

一
二
針
幅
一
五
射
の
御
影
L
A
C
つ
つ
づ
L
て
燭
怠
風
時
，
n

話
で
こ
の
日
日
市
長
崎

「
こ
の
量
E
世
話
周
し

志
向
農
金
援
処
作
業
4
代
漢
の
仰
禽
a
L
a
ι
き
が
L
L
Z
与
え
る
吻

本
山
伸
一
障
さ
ん
t
E
T
t
て
惜
し
L
2
a
t
s

ん
の
閥
会
E
L
t
弓
べ
ま
し
た

i

i

i

;

;

し

て

凶

第 5"号

E

Z

 

t

ま

で

宇

2

2

J

9

1

t

・3

2
9て
も

a

i

日
こ

う、

z
i
l
-

-
z
i
と
し
て
大
L
に

活
刈
し
ま
す
L
と
お
礼
の
』
L
Z
ば

!
 

長
寄
一
八
高
l
一

!
i
 

7

2

E

2
2
・

は
は
が
き
か
E
E
所
氏

名
品

E
号
喜
の

習
と
a
t
明
ら
か
に
し
て
九

月
十
五
i
E
同
セ
ン
タ
ー
へ

T
込
ん
で
〈
f
L
・

I

.
，
&
の
燭
合
は
袖
a
o
開
m
H
a

はつ

zst

4
・

月
二
土
一?
九
月

七
日
E
K
T
・
-
の

f
t
時
t
正
作
E
の
僚

は一時幽τt一
一騎手
マ
対象
'

取 佐

り保

反の
そ清
t玩

-

E
川
S
E
厚
に
鳴
く

乎
白
鳥
娘
《
均
わ
ず
)
と
-
つ
忘

れ
A
ね
つ
も
」
完
ま
T
た

わ
れ
た
品
川
g
t
に
し
よ

:

z

i

z

a

 

i
!
)長

・
り
の
五
月
1
九
日
午
前
八
時
か

ら
こ
の
川
一
f
A
E
t
ま

L
ら
こ
の
引
量
し
た
の
は
佐

緑
地
ぱ
の
白
柏
会
や
婦
人
会
万

Z
1
3
2
め
会
員
t

f

z

E

空

釣

二
千
五
言

入
。

占
z

z

z

t

か

け
つ
け
主
主
二
十
穴
年
間
も

様
、
て
L
る
E
2
2
2

U

対
す
る
労
苦
心
駕
ね
ぎ
ら
う
企
企

も
は
厳
幽
の
め
ー
、
さ
つ
し
Z
附
り
，

L
た・t

t

2

1

 

プ
ミ

:

E

L
多
門
町

一

か
ら
華
町
の
国
首
a
s
一

ま
で
の
釣
=
Fに
わ
た
q

て
敏
一

M

-
a
刈
り
犯
さ
ら
え
、
ゴ
一

R
F
Z陸
宮
で
初

心
符
@
午
前
午
後
と
も
各
閑

人
マ
内
解
・
機
械
の
取
り
銀
、

泊
ら
支
書
作
成
ま
で

d

可
作
家
所
で
の
ボ
ラ
一

一ン
テ
ィ
ア
を
募
集一

i
i
 

.
集
主
体
で
あ
る
市
心
身
障
脅
&

B
!
?
 

例
作
業
務
で
1
2
聖
支

?
2
1
1
ア
を
つ
ぎ

の
と
お
勾
修
幾
L
て
t
a
す
@
活

?

官

官

月

離

日

銀

“高
4

2

4

2

2

岡
崎
ま
で
に
問

3二
電
話

引
し
て
く
M
・
0
1
L
と
訴
え
azι

た・

i

z

ま

ら

め

手
で

肋
五
A
Y
Z
の
金
魚
や
ヨ
イ
カ
鉄
魔

され
azした・

この
μ
尚
た
J
Z
F
の
盆
は
約
二

十
五
〆
量
に
か
げ
つ
け
た
術

や
園
駅
の
ト
ヲ
ァ
タ
な
と
か
術
奈
良

E

2

2

2

f

y

s

 

L
処
理
し
ま
L
た
・

ヲ

清
得
.
仕
に

一
一
千
五
百
人

君
主
に

2
涜
し
ま
L
弓

三
時
間
後
す
吟
泊
り
き
れ
、

E

Z

E

日

目

R

あ
す
の
奈
良
市

在
話
し
合
う
|

ガ
キ
に
よ
る
命
中
L
込
み
も

一

可
ν

・
句
他
府
伶
幽
m
e鼠
験
は
問

ー
ま
ぜ
ん
。

2

・

2

2
介
助

z

i

i

i

E

 

E

u

i

i

R
 

・
鑓
・
火
t
土
曜
日
の
午
調
十

;
望
号
土

T

i
;
;
?宮

内で
v

・

〈
わ
L
t
こ
と
は
市
心
身
障
曾

指
編
祉
仰
建
断
《
2
0
0
む
七
O
V

ヘ
@

「
ら
E
Z
E
t
a
E

E
?
の
F
て

す

?

の

F
て
育
て
よ
う
」
と
訴
処
危
尚

F
厳
け
て
L
る
音
書
面

f

j

約

百

人

》

の代表
十
七
人
主
2
日
中

央
公
R
F
E
E
i
-

-
e
:した

ω

4
3
Z
協
議
会
会

長
は
「
昨
年
は
A
Z
凶
身
体防
費畠

ス
ボ

11'大会

副わ
A
n
く
さ
犬

舎
、
の
取
り
組
み
を
位
に
各

;

し

て

:

11 

2診

。

おと..背よv‘高〈仲.. と組草刈"織を幽可"た魯

-
鳥
見
目
・
佐
保

-

-
B
が
県
文
会
へ

-

・
・
宇
芳
血
事
膏
血
事
ゲ

ー
ト訓
1
・ル
犬
舎

事
l
よ

ー
ル
仙
助
金
E

望

郷
歯
車
万
年
青
年
'
l
L

l

ι
N
b
入会
A
D

五月
f
八
円
鴻
J

抱
運
動
公
園
樋
脇
陣民俗
場
で
開
n

れ
ま
し
ら

こ
の
n
S
加
し
と
の
は
百
八

予
l
ム
六
百
ハ
t
人
の
お
年
寄り

化
も
で
寸
。
開
会
ず
で
綱
同質

"'tjaの
両
大
将
K
8
471
ム

の
命
例
制
治
さ
ん
が
『
現
ぼ
〈
と

i

t

i

の

た
め
に
E
A
?
a
i
;

!:ヵ
;
i

L
g
し
ま
し
た
@
こ
の
後
各
チー

ム
陪
十
六
の
3
1
b
に
分
か
れ
て

予
却
を
行
ー
、
鵬
む
銚
ー
も
た
十
六

7

2

!

?

7

2

で

健
闘
を
u
E
も
ま
し
た
。

目

は

聖

に

?

れ

T

i

t

i

-

汗

量
れ
量
ず
る
錨
人
た
九
の

円
が
さ
T
f
E
E
ら
れ

ま
し
た
・
2
の
E
t
B

'
l
i

m

a

-

7

1

i

ι

n

一M
に聞

か

h

t

i

f

f

-

-
E
園
前
星
賓
と
市
畠
育

園
集
団
鎗
副
会
代
事

しも菖
T

和
を
管
え
る
市
陀
集
会

タ
砂
l
y
e
-
γ
ン
ベ
t
y
危
と
“

t

B

I

f

f

t

 

骨
L

て

i

t

z

z
っ

〈
吟
て
も
き
た
ー
、
。
わ
れ
わ
れ
に

お
Z
、
閥
系
る
E
が
あ
れ
ば

な
ん
で
主
門
司
て
く
と
き

t

S
L
E
d
z
z
-
h
 

皇
げ
て
「
ニ
と
L
は
白
書
考

司
で
あ
勺
市
で
も
縄
人
青
少
句

康
生
魯
立
さ
ぜ
た
尽
初
め
角
で
も

f

a

F

t

z

z

s

 

て

ま

宮

z

f

止
符

え
と
も
い
h

行
動
し
よ
ろ
』
企
逃

ました。
」の

T
約
二

E
Eた

う

て

国

?

の

E

E

S
加
の
行
政
脊
少
催
予
の
穿
行

7

2

s

i

i

 

E
E
L
て
鉱
L
f
t

中
国
か
ら
の
訪

日
団
が
向
小
且
へ

自
豊
中
央
政
約
富
良

で

E

E

a

t

-

-

t

M

二
十
一

百

2

2棋

を
機
敏
鈴
間
し
重
し
f
E
t
n
a
火

きは寸
Z
9
2上
駒

空

長

時

f

z

n

J

の偲
肢
は
西
山
賓
の
隔
で
か
'・
お
闘

に
畑
。
た
つ
も
り
で
ゆ
勺
〈
り
く

つ
る
、
?
と
さ
と
と
鉄
君

f

z

・2
1

=
憂
ロ
の

官
で
ゃ
う
と
念
願
の
ま
を

?

と

t

i

Lて、

1

・

2

5

自

2

2

2
2
票
、
た
る
所
で
見
ら

れ
う
れ
し
〈
思
も
ま
す
L
と

青
島
t
;
A
で
き
たこ

と
E
n
E育
ん
で
包

h
・

こ
の
あ
と
一
日
書
君
主

観

L
自
E
2
2
し
み

ま
L
f
.

-
率
先
玄
月
二
十
五
日
には
中

型
車
耳
目
型
車
型

個
人
民
銀
行
副
総
練

中
凶
工
高

銀
行
会
長
二
行
八
人
か
こ
れ

よ
ち
先
の
一
先
月
三
十
一

日
に
は
中

1

1

i

i
 

i

H

f

t
 

会挟
西省
分
会
副
会
後
》
一
一
行
玄

人
n
そ
れ
ぞ
れ
奈
良
市
?

"

問
し
ま
し
た
切日開…]



(7) 昭和60年 6月 l E 奈 良 市 民 だ よ り 第 561号

きき 三 三 ◎ ◎ ◎ ◎左完 宝 Lt. i 地 主 国･十 ∴ ∴ 景t T ': t寸 の '的■憩 わ にロ ざ Fへ わ りLLt ぎ 特Fl 11 九七 左 葉 群が や さ省 仝 Ll 千 ++ - 1←■▼ 州†t ∴;◆■ rl◆i令らi-晶 凋 肇 童賢妻+ 十十■ †こ■ +!

午+'+JL +暮 7)上す た のろ f lIt t 一一の ｢にでI帯つ デこ一t t 五 人 L に 片し 月 t l上 tlr=o上 き 宝 与 ふ( -古 平 e市 そ の Jl ね農 芸 2:皇 三芳 望 Z7 Li 子で 1 人 れ のり 犬 1 # Nい i:八 兼 書 和 的五 /Eポ 琵 至 芸 呈Jk EtJi; 辛工 ∵ち 1_人 † 皇議言細 石晋IE言 ! 品 莞 き

主義墨

患宅苦言右 左 だ 2 責 の徽 脚上IIJtI † I1+t｣ L.

千A に4 ー■-t 丘 千らら書 iZ:熊 lJV VLh 言 主 菜 ! 毘÷ rLLI- ∫ + + 十 ■言 葉 歪 等 す 旬日 . 夕こ 〇三 1 l… 呈 芸 孟量 苧 亡 霊≡ 盲 で 売 守 ･い の ど 才) -Jpも 縫う U LLi.4)と T あ # 指す 蓋 い 泰 付 母 今 竺 蔓 ,{描 h: 三 重 窪 ま

義 軍 毒 毒 董 蔓 誓 書 毒 蓋 蓋の 見 目 'l歪 宣 言 王 蒜 .! 左rn 十■ヤ即 今+ +十 十 央 つ^ 杜 て Ejt幼 と も と の兜 は ら T TJjA * J 二f与 り 三 日の ーV 1 .､F.軒 先二A I .所 沖 八 二 打 l'l l ii 二lt f=Pg ケ FJ7,(1 7 7 汁 )､ほ 人∇∇hl.V frと●iさ rl1川 二だ 書 の 戊に LLTLt -何 て 勅 成評 六 LE †Iへ 月 と -pt二 土 牛滋 r

i+ I)En先 方 -はH 如 * E要 害 三 窪 i++ I++ /■r(+ +叶十 ■カ 一丁( 竹■ 下t t丁 子rT n〉 Jt∀ 袋 書芸空重描淵 等 潤 妻 至 芸 等 萱 塁 棄 貰 仁 梅 ケ ,<:f m水 糾 i 旨 等 手 芸 下 手 思 し;浴 で '絹 宅 空 涙 ○芸 諾Jt L ■ZE絵 カ:の市が招待 亡,'LL塁 莞 鷲 宮 ㌫刺 :は く 六r T ′､(世) /;すNPV†◆■十 JL疎r/求:次 JH蓋善言夏 雲N 了L王E*Jt伏 ( 秦 +毒 草 亨 絹毒 筆 E 藁 葺へ松 代 作 t∇ Xl■ +lIです ●I + 1( 久l▼寸小 ▼月 lflI さ( 秩A +LI_rlA■L■T ■丁目､ノ〉 ▼▼ ★rLiT▼ ∇ rT ′､7欠兼■ ■ + ■十■k

.+雲 歪 ; 賢 完三三昌i萎 軍 書 裏 芸宴誓書; 盲 蔓 蓋 等 蓋 主 星消 * 王 rJblIlIj■′二 ) ∇ H tl7<､ノー一f▼ ▼ T4*′､二和小 兵7 II代多it 井 川夏至至芸委 竺 写 へ rhA一さす F､Jlでの e)FA(1:-ktrfl ､41 +tJLJI+.

tI卓 :テキミ介 凍 りb ′J<{t L+;こ 11㌦ t ∴ 二 十 台目 上隼妻
妾 … 墓碑 芸 萱 鎚

至 巴 宗一 ■lタ 盲l 古川 也 A l (千 +め 人 手 蓋 描 喜 蔓 聖 霊■ 二 ■1 .% @ * fLト ー′二と〇一 不 さ 与 よ こ だ ■三 三 ヱ 写諜 JBチ富男 主 音 ; 妄 品 玉)

･･･-- ～i+% !警 雲 量 ∧竜三 を に , ･ .- - 叫 午竜一2■-4If柵 斬 .. ≡:dz以T 抑 円++(衣l LⅠI てZt 1 試 し JL岩の十 の ､Liい ■E'- bJ｢ て 特番 つ tttmlZI

扮小 の の
托 ベ 向9E措み だ る 甘キ ム 三 月L憤flJlる) かいれjFl初 t][ ら｢捷 Lf..4'.M ' 誉誓書 只十I + ほ

ヽ / 芋 十Jm l秋tH Nrl= fJ が】iZ と に+ T+. 1◆ t ■一十■ トに 甘 で協 hp. く力 伯 f= 三 笠 も'悪霊 主 や 't=書 芸 表 芸 空 軍 ; I;育

国
民
健
保
料
も
こ
の
制
度
で

第 弱1号り

『市
役
所
。
盆

僧
腹
開
ヘ
出
向
〈

の
が
お
う
〈
う

で
そ
の
う
も
納

期
治
す
ぎ
て
し
ま

Z
L
「
仕
事

が
忙
し
〈

a

-

t盟
主

れ

て
札
口
」
と
t
う
人
治
少
な
〈
な

〈

こ

の

た

め

型

車

が

卒

す
る
ζ

企
に
な
り
ま
す
@
こ
の
よ

う

k

i

く

す

た

め

耳

目
i

i

し

て

L

'
r
a
従
楽
実
臆
し
て
き
た
市m

a
-
国
民
年
ム
宅
金
小
道
料
金
に
網

走

l

i

J

f

i

i

i

z

i

 

り
鋭
、
を
し
こ
れ
U
月
n
ら

附
し
ま
を
受
付
付
け
ま
す
。

ニ

a

i

I

i

網
棚
ご
と
に
あ
な
た
の
同
金
量
n

@@fj@) 
よだ民

納付 鳴

に岡zz

市良

旦皇畳萱盟主旦""

奈

..金融鶴岡市役所

。)

E
書
比
録
。
空
納
付
き
れ

。
め
で
わ
ざ
わ
ざ
市
役
所
や
金

自

の

窓

口

へ
出
向
く

2

a
μ
れ
ま
す
凶

一
の
E
を
判
別
し
た
も
人
は

各
納
期
の
一
カ
月
前
き
で
に
①
闘

凪
民
健
鎌
保
険
料
納
付
過
知
書
@
狗

閉
す
る
ロ
監
の
頭
金
通
帳
@
路
開
通

昭和'"年6月1日

R

E

F

-

z

 

ロ
座
の
あ
る
金
鯵
健
闘
ヘ
行
き

-

w

i

i

・

L

で
申
し
込
ん
で
〈
必
-e
k
.

危
u
u
m
u
・
日
は
ど
は
っ
8
の
と

射
り
で
す
・

【催
偶
日
】
各
納
m
の
殿
a
R
u

a
m
u
-Z

録
り
儒
え
a
n梼
む

t

取
徴
金
継
機
関
a
H
広
道
付

【M'
m

で
き
る
金
u
E
際
関
】
市
撒
門
4
・
u
m

m
聞
と
市
収
納
代
縛
金
U
E
-
R
閣
の

主

主

疑
く
わ
L
ー、こ
Lと
は
市
保
隙
z
a

《-z
@
一
一
一
一
u
t

-
児
宜
手
当
な
ど
の

E

-
裏
現
届
は
今
月
中
広

-

大
月
一

"

を

Z

E

'

た
は
特
E
E
受
け
て
も
る
人

は

1

2

2

属

品

闘

し

な

Z

ば

k

i

t

e

敵

言

に

は
「
児
童

z

a

E

i

E

L

a

在

使

は

2

2

t

Z

し

t

弓
そ
の

返

Ibe--z

人
し
て
九
月
三
十
日
ま
で
に
市
川
広

a
E《
二

i

l

--
@
一
一
一
一
》
へ
返
返
し
て
く

だ
き
ー、
.
鍵
聞
の
な
lb
a
・
合
は
六

月
以
跨
2
2
寄
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。

2

2

給

付

該

当

備
に
は

後
u

Z

T

E

酬

の

t

e

普
1

2

盟
専

E

皇
げ
て
鍵
附
し
て
〈
5
h
園

〈
わ
し
〈
は
同
展
へ
e

s
q
r
 一一一

一〈和
円

今
年
も
二
見
ケ
捕
で

母
子
家
庭
の
海
水
浴

2

2

m

F

E

聖

2

つ
Z
H
a
で
惜
し
10
U
子

家
艇
の
何
似
さ
ん
と
4
-
7生
の
子

と
も
L
Z
湖
水
裕
に
何
き
陪
と
F

の
ふ
れ
あ
ー
、
の
風
情
を
も
勺
て
も
ら

t

u
下
E

E

Z

F

u

t

-

-

も

の

で

現

幼

児

市
が
「
E
Z
に
よ
る
計
画

的
危
症
の
2
2
め
ざ
し
眠

和
五
十
穴
2
2
2
ι
て
も

A

T

E

-

ー

さ

ん

特

E

Z

E

2

4

2

 

5

り

2

1

2

2

し

量

E
Z
B
干
パ

人

員

び

そ

の

合

喜

望

を

i

i

で

打

、

ま
し
た
。

市
伐
を
三
タ
ー
は
市
民
の
議
直

主
兄
皇
宮
市
に
健
闘
し

こ
れ
を
付
属
に
反
映
さ
ぜ
る
も
の

で
dF

I

z

z

-

は

高

高

5
3
2

上
の
E
2
1
て
取
材
し
そ

の

王

て

目

だ

よ

り

」

詰

・
ー
も
の
で
玄

人

2

5

3

1
は

術

忠

告

関

宮

債

の

i

t

i

l

l

の

8

2

と

し

て

市

量
供
ず
る
も
の
で
三
土
一-人
。

嘱

も
ず
れ
も
依
し
i

、
4
p
y
J
ー
で
米

匂
一一一
月
ま
で
柄
限
L
て
ら
ら
L
ま

す
。-い

の
μ委
u
m
を
受
げ
た
の
は
つ

M
L
の
人
た
&
り
で
r
，

〈
順
不
同

級
祢
峨
》市

政
モ
ニ
タ
ー

Bzze--

平
ハ
F
M
H
町
〉マ
今
西
市
柏
町
〈
大

足

町

v
E

主

夫

〔

東

2

7
E
z-
-

z

m

t

ハ

量

E

一

T

u
v

wV
M
劇
・
多
岐
〔
学
園
大
和
町
附
丁

目》

マ
主

一

空

間

中

堅

守

熊
木
大
典
ハ
大
安
砂
町
ν

V
白
川

並
袋
《
島
見
町
附
i
u
》

マ
杉
a
w

，
二
A
中
筋
町
》

問
中
安
n
ZE

E

-

2
2
《
中
山
町
v
v
Z

常

一
《
毘
抄
門
町
V
V
砲
凶
議
，
ハ
・

4-P町》

守
中
山
文
夫
《
紀
a
w
町
v

ww
樋
川
吋
謡
m
m
A
勾
御
門
町
V
V
原

も
凶
伴
で
き
占
z
f
g

と
き
目
七
月
一
下
百

一十

二
“
《
-
前
二
日
】

マ
と
こ
ろ

・
=
一
軍
保
二
見
少
糊
マ
侵
刈
-E

無
料
マ
百

目
隠
百
人
1

し

4

7

草
2

5

0

t

u

L

住

所

宮

島

E

E

E

町

u

v
E

久
信

ハ
東
九
条
町
》

マ
測
網
品
取
次
ハ
乍

z

=

一E

V

細
川
哲

主

寺
町
》

V
E

Z

《

里

町

V

民駅樋
忠
傘
《
官
鰻
茎
=
一
T
n
u

v
氷
原
一

一良
吉
条
町
V
V
宵
盲

俊
嚇
《
省
主
川
町
V
V
術
院
島
奪
之
祐

i
i
z悶

一

E

a京
大
路
三
r
“
》

マ
飯
間
殉
ふ
郎

a
q
町
V
V
山

鋳

型

等

市

町
V
V
2

2

1

町

v

v

仲
介
口
敬
F
《
則
条
大
時
一
一
子
防
】

v
h
聞
き
し
の

《

E

高

島

一一I
M
V

大
草
子

i
i

パ

i

l

e

i

-

-

2

z

i

-

-

ν
 

E

Z

f
五
九
条
町
二

河

野
佳
子
内
大
宮
町
三
了
U
》

V
笹

E

f

j

v

v
佐
聖
子

証
書
v
v
よ

み

品

五

Z

宮

一

J
H
V
V
聖
子
息

ハ
秋
樽
町
V
V
竹
下
後
子
ハ
危
袋

町》
武
嵐
官
会
刀
メ
ノ
ハ
練
生
干
町
v
v

闘
員
代
ハ
E
E
-
-
》

Z

2

1

E

町
v
v

由

利
子
《
繍
飯
町
V
V
中
停
止
子
《
菌

品
開
池
町
V
マ
長
場
孝
F
《
山
俊
町
》

E

t

a

L

:

'

月

十

五
日
ま
で
比
a
m
児
虚
緬
僅
-
R

主
要
E

一

I

E

一
一
一
一
》

ヘ
・

円

r;女
性
問
題
嶋
座

J

I

B
S
a
m
婦
人
対
策
課
で

L

2人

i
聖
書

曾

MW
ご

O
一
》
S
つ
ぎ
の
と
お

2

i

i

i

・

年
E

f
量
以
下
の
女
性

i

;

E

壁
画

凪
泊
嗣
m
H
J
t
ス
〔
①
亀
緩
社
会
と

食
住
⑧
自
立
と
女
性
⑤
労
働
と

食
住
》
四
困
で
終
了
・

E

E

3

2

き

に

住

所
氏
名
年
齢
剛
錨
人
間
体
得

の
活
動
歴
と
一
安
m
e
鍋
ヨ
ス
を

否

t
て
六
月
二
t
r
九
日ハ
必
省
v
e
z

E
E令
官
2

1

-

E

Z

S

E

V
高

小
f

i

-

-

倫一
+ハ
使
ホ
町
V
V
魁

'A

W
F
八
内

量
後
少
丘
八
t
日
》

V
藤
凶
初
代

干
(
一三
保
一
r
M
》

伏
見
侮
つ
十
八
尼
立
中
町
》

マ
伝

幽同庄
一ナ
ハ
欧
飯
町
v
v
a
宙
ヤ
ヘ

Z
F
《
伽
人
保
町
》

マ
安
幽
4x
f
ハ
巾

町》

マ
山
困
旬
f

(
千
代
M
7
丘
一

f
u
v
v
山一
足

空

白

書

》

V
R

T

I

-

f

マ
マ
さ
ん
特
派
員

石
川
明
手
(
二
名
町
v
wv
池
内

シ
ズ

f
〔
借
家
山
則
三
マ
l
H
V
マ

型

E

F

Z

寺

町

v

I

村
民
知
f
(
山
綾
町
)
マ
浜
野
廟

i
z町

V

dt
消
費
者
モ
ニ
タ
ー

宮

守

三

条

町

》

守
主

君

子

《

大

E

子
u
v
E

矢
陽
子
《
川
ヒ
町
u
v
小
径
々
受

Z

高

E

u

Z

Z

手

《
油
医
町
》
V
翫
賠
網
代
《
三
金

町
V
V
高
偏
恵
子
《
般
宕
島守町》

V
渇
e
m
律
子
《
刻
家
僕
町
-
1
日》

2

5

1

一一一
条
川
西
町
v
v

-
遍
路
重
品
初
の
現
地

-

-
a
測
掴
査
に
憶
力
企
Z
E

i
i
B
 

U

Z

Z

な

ど

の

2

2

1

1

L

E

 

こ

れ

は

j

i

l

i

i

m

 

p
h
よ
る
#
a
M
関
全
作
成
す
る
た
め

の
喜
に
わ
た
る
調
査
で

章

三
塁
一
子

一
H
a
て
安
値
L

，

す
園
調
兎
の
傷
合
上
血
道
ぞ
個

人
の
十
地
巳
も
立
ち
入
る
・
合
泊

あ
ち
書
す
の
で
ご
山
崎
H
M
を
お
願

L

し，
T
ω

2

2

2

2

は

市

発

行
の
身
分
自
省
主

J
H

寸
の
で
不
審
な
時
は
後
ボ
を
求

め
て
〈
だ
さ
t
o
問
、
合
わ
山笹川

市
虚
略
腎
舟
標
《
・・
@

一
一
v

へ山
中
令
f
(
一
一
一
条
本
町》

マ
ゑ
水

健
代
f
《
幽
慣
仲
介
町
》

白
黒
公
庇
匁
子
《
大
安
$
町
v
v

f

s

m

八

条
町
手

中
川

金

書

I

E

E

E

Z

安

代
《
東
九
条
町
》

V
A
山
政
ず
《
企骨

町
】
V
ιA
防
車
1
7

ハ山川陵町》

V

R虚
代

2

2

町
子
u
v

v
a
苅
剛
腕
受
ハ
事
伝
町
》

マ
後
厳

物
利
子
で
〆
条
町
》

マ
新
聞
M
W
F

《
二
号
一
一
l
u
v
Z

同

君

子
《
中
山
町
V

米
関
噂
z
r
(
秋
篠
一一
和
町
一
I

g

-

-

f

-

2

-

1

 

M
U
V
里
甲
〔
大
和
田
町
》

2

2

I

t

め

ま

二

I

t

t

t

f

i

二

I
u
u
v
i

f

i

u

 

走
町
二
r
H
V
V
伝
外
妙
f
《
省
鴫

-m劇
町ν

マ
山
総
体
「
(
a
w
桜
山

一
了
M
》
マ
油
商
和
代
ハ
栂
熊
町
V

V
I

T

a

陶

町

〕

マ
市

千
組
問
f
《
歌
思
町
》

消
費
者
モ
ニ
タ
ー

に
ご
協
力
お
宙
開
い

2

2

2

S

 

E

Z

F

t

z

と

向

とl': 7月n固(コυ
.後2崎-，

一信 1闘

中零盆以下

日産霊
的のの

i雪量
ιをに
目ーー

k
k
凶
る
と
め
の
情
豊
主
と

して
蓄
し
た

7
1

:

1

8

ー

か

ら

員

を

凶
留
め
，
す
a

と
の
a
m
a
貿
易
そ

品
P
』
が
行
令

書
の
ひ
主
で
あ
る
日
Z
ト

売

価

格

調

E

T

2

2

:

i
自
身
が
れ
常
利
用
L

I

i

i

i

z

向

1

1

5

L

て

調

べ

る

も

の

t

i

t

i

-

E

品

畿
L

Z

2

2

ん

の

Z

告

の

一
つ
の
術

観
じ
し
て
も
ら
t
ez
す
・
各
J
発

臨
で
は
↑
の
創
・
慢
の
嵐
官
を
鰻
解

し
て
、
と
ど
き

各

2

2

a

f
の
a

L

ご明
E

F

し
ま
す
。

2

2

f

;

f

は

最

良

市

g

f

E

l

F

i

L

て

L

1

2

量

E

E

-

-

T

E

L

-

-

4

2

は

市
街
1
線
ハ
曾

@
一
一
一
一

v
、
幽
閉会
し
て
く
ど

さ
k

・

E
商
工
個
師

前聾暑聾亮属
。.""帥，ト
0・.化・・・~...，ー 。a・.:....
o.鎌倉・.. 。掬勺イ・aピ~/'";..， ー

n
ら
高
〈
却
価
さ
れ
て
も
主
す

a
n
ニ
の
楠
血
友
水
温
思
を
鍍
持
L

E
に
向
上
Z
る
た
め
に
は

E

昔
z

z

t

る

ん

で

E

誌

の

?

量

不

可

欠

危

z

s

;

t

昨
年
、

金
固
で
住
民
の
悩
カ
に

よ
り
犯
人
高
等
で
き
t
E

は

2

2

2

2

自

め

ご

ま

t

i

i

E

に
入

。
た
E
E
E
拝
し
た
毒
が

-
-
1

2

み

ご

と

請

で
き
た
主
い
う
例
な
と
も
あ
り
ま

，。内
駅
良
奈
良
商
品
開
'
a
R
E否
で

は
』
め
よ
う
な
状
梶
h
g
pa&ま

え
次
の
よ
う
な
怠
を
中
心
L
と
し

た
績
言
動
へ
の
絹
2
5
b

け

τー、
ま
す
。

0・
"
の
卵管
生
を
知
勺
た
温
甥
合
は

す
〈
に

-
-
0・
ヘ
・

-
設
省
金
受
け
た
・
合
必
ず
民

け
出
を
0

5

劇
化
"
に
つ
、
て
知
り
得
た
こ
と

が
あ
れ
ば
ど
ん
な
小
さ
必
，

で
も
積

Eに
Z
L
て
く
紅

き
l

、a

-

聞

E

A

E
i

i

z

習

に

は

横
織
的
に
協
力

党



事561号 蕪 点 市 民 だ よ り

んでくf_II∫l一tti+■～IliMTI■IAI人InLJ†■i%､一tA-,ヰ■Jl■▲l■■)iIiIl■■■t.A■■TT■叶rlll叫qとIl JZE JtZ g芸芸I=̂･'iナノ､†一l･■F;. 刀Itll葺～三L● ●■■ilrl一I8 4人九F○■一.ーTll乍++上丘LItて'NJZ千人PI=tt■■■ -三菱書芸聖書等-i A}II人十六>l▼尺=HJIptllttこ)守.-一書4{{E人でfif■1こいJ>一■1:氏 tEqJeO ALJ+JLLく*さ■I=LETに■■}▼Jl[hLのクi,蓋真書+Jdtー+

*ttk娼考 †善さ至上 苛つ阜i'i.TAIト● ｡さ(t1巾tl

fAL ■-AJL+lJIl++～+1三■一事-rノ火t モ†十};-tlT 一件北吉男吉十十へ★十A/JA票丁宅 でiYJ一l.

ー JEのPI

刺 +tHJl･L t■〉-◆J u†LlIrltl上IIか日日 のLLら′ヽ ナ ■■■ *TT.-n★■■∫

Aの̂ JLLl. L̂L.I

+A_tdt■■ 止､̀む巾 で之JE苦汁′九日Jlt▼■書l'ト の か■rfl

LHIVI,Iら し ■■AtてJLL､ ン ′ ソにL ●◆-Jメ如しす‡ATI'llNI.ヽ1ナ■■いIHFtL'fJI7一一二二ル▲杓t<J〉三二■ こ卜Irろ▼人〉●･日 量…JH▲闇玩号 でt■rIT1暮br一一約 ,円▲it fr)-手 書王芋

て PLu六小 払上lL P:と九碧 だ汝だI_' kNZLのし

で乍′I -+へ ■

二日 1ユIll).｣ 氏+ A.-7ーJl_,A ↓lニ 11公JLt十～̂I1--)■■叫

で{'■lBL-1実-i†二■ ■1(+A∫一ltA i状AA!土上山､A.■小T■■ぷいもてl'.捗A■●JAJtでtAJ)I.るrLhく▼､VJtA1ルルと

4王ーL土市

十LLAEEl'_ JTr11l那{ Jl.A2klEltEt辛JE書 計石 JL3E-L< .と+A

九【q∫ ◆■料■■iーヽ●し JE払◆■ウ--故人.7-.や次lL三l次T'f 真言買 42日rl巧Lrlt+t+I+++++L-LLLミ仝JT+Illーi●t4～ 書芸蓋雷 長 莞化夷̀ ー4+ I

き蔓…毒亭壷 I,/ーLldL陀▼IHltで一*⊂･■■一一J1■王子号■IIlll一のlll】■

Tと■l三一■ l/■▼■■J_.1■ 9l柏IこS暮4､､■lLjL=.t一一暮Il+-～ ～と■●I■■▼†Lt しI■i書■rbl■■ lt IL

tでll+I.T.念力LL

一〇､一八ナ)兼

と▲-r-yホ止U…三号与言+九 tdf▼ L.Iにて.tつLH i't{.i空き重き等.?TてLiじ■fち

■ ;言!,: ,iヱ̂.竺

王"V 等LL二人†▼と

(・0昭和刷隼..，臼

白
鴎

--v
μ'
A7
《‘綱
w

鱒

塵

T
t
s
z
u
t

冊

。

鍵

La
z
a
r

e』

ea
，、ため
にme望，
.x

a
z
z
s
は
E
に
書

g

z

t

B

E

 

-9hgaa
‘て六月41E日《4

a
v
E
K
開館へ・はがき一

f

t

i

s

 

は袖旬、2・六月一
土
2・》

t
下
型
2
2
4

2
の
人
三
i
A
'Z
目“

天角正剛氏
《正
周・像樹党

金命保
》v-m-u""慢の

A

i

 

りよだ

s
t
-
Y
N
 

!
z
 

a'薗ヲ〈
"'‘・2
4n一-a?

八日ニ41K"の二日間守前

九嶋t午後五時占偉人二十例

入・MR-E
Lて
側千円硲度

ea膏.i
g
u
s
E
に

AW個

ma京
・
制
作
府
民
4

Z
E
e
-
‘て'

niEH《必蔚】重でに中

昆市良議第 561Jt 

!
?
-

E
E

S

 

tmaa亙鉛興会の鮒拘4AP年

庵筋
一一刻の武道
府議《剣遇

器保
遺

伝

ELKたや'
・i

片

道
》
Z
S
t
e
・
2

a
車

t

i
両
2
1
・

2
2
5
往
復
3
2

路
氏
名
品
寄
生
日
常

?
2
2
:
 

t
2
S
‘
zn

i

 

1
2
7
て
に
市
2
2

再

E
Z
Z
主
主

主
〈
E
h
Z
N
U
B

2
1
1
n
i
 

aのときは紬a-

-
T
l，
占
za

ハ
n
一
了
H
t
t
"
F
-
n

《八mは休み
》のu-m第=
不

絹日午後六偽vie八
時す市

内
z
aE
i
t-
-

2

2
-干
官
官

s
k
z
z
t詰

氏名eq邑me電話・婚
生

R
2
1
5
《
E

f

-

-

A
 

みも川
】

蕉

-----
-E
《ト・-a
aR

V
犠》
パ
刈
L
H
'
i
n

1
1
2の

3

H

a
ハ
時
iE
Z
-

目
t
e
"の
f
A
a
'

E
15
吉
・
2
・

t
o
i
--n
 

・"のA
WR-R

※申
し込み陪電話て岡鉱ヘ

《広幅"は休館】

北
陸
路
へ

体
般
の
銚

a

z
t
'
L
E
町

-
8
2
正
'
:

つ
E
s
tS
E

e

l
-
-
1
1
'
 

T
も
一
一
一
の
F
A
Z
E

-

i

i

・
軍

E
a
r
-t
目
里
、

り
撃
す
)

Z

E
H
↓
M
Z
‘
 

週
月
火
高
日
午
後
書

tア邑町砂小乍一句生U上旬初

主
=干人

剣道
一般.願
書
七月開Mか

ら
修
習
火
A
s
t

h

4
4
4
m
in
 

-人Z

E
白

Y
S

F
a
A
a
tf
 

k

跡"と例
6

・"の
γ
食時
t

咽

R‘Lezす
3
・
t
n
J
L
T
三

H一一一剤附H《省事中二一的》

:

t
・
m
m
E
f
l

'
i
'
sle
f
b
d
 

i
b
--r
干
Z
A

;

i

a

J

 

中?L
K
L
'
I
aL

」

a
t
t
・
3
袖
型
守

安

a-w徹
後
L
切
k
リ

'-A
'

E
Z万
円ハ
2
Z
I

貧血膏保険"-切公合むV

Z
L
t
・
-十五
日

ー
に
誌
は
2
n
Z
で

T
;
ー
《
品川体
態

、

一-ア
ヨ
ッ

ト
敏
震
が
開
鴎

-7・
ι

，‘，‘麻布
《県匝

;
a
4
2
2
2
 

E
Z
?
?
J
m
z
 

a・r-ヌ
a，仲畑hnは往復はが

き
仁
E
R
L
2

.電
話・uR7M臥曹・
ー名《縛剛》

1
1
Z町三

七わ健司箪一郎氏《
g@阿

?
の
E

;

i

商代ハMlハ
H《約
附何鋤
》

-zてに倫中Lゐ
4で〈記唱に

4
-
H
E
E
L
 

九嶋から内
山mA伶
LUM't

l
!
l
i
 

M"'小?qq以上Jt

f
z
t昌

1AG

2
-z
a
N
u
n
 

a占
H

i

i

空
中
Z
以
上
三
年以上

のE
E
l人

亀g急
会・・2
LMn肉u"n

らむ-znぷ

t山鴫H
の午
後一勧

'
m
小
γ
一旬刈1ulat

---ての初心府人)

ン
ユ

-

i
h

H

l

 

f
-
N
め
a
'
m
t
占
企

同2
・"の
乍俊
一時
d

一時

量
得
U
i--
4
B
f

E
zt人

i
z
-
-

・町V
V創

刊

---t
中，p

・2

f

i

・2
1

，，，， 
蚊

-R句"代な
ど》
守その-

Mi

i

t

 

a
L
l
 

ハ
ヱ
遇
治
に
灘
剣
を
散
布

脱
届γ
μ

鼻亀どの判

耐

mea隙
Lて住みよ

‘
 

守る企めに金剛では

今‘，u働力噴
寓・による事上

t

z

f

3

1

 

4各亀
hh《山闘-me除〈》で

E
L
1
誌
は
各
日
午
前

九時'q-R岡崎剛一えの場合

山
首
一
E
z
-
-
日

muも己公民的で広ー、・am

《鋼a開
制泡闘
"園周防-m

-za】て-r'わL〈は市・

4・a《昼寝入備品開
-r"
・

⑩

一
-
-
J

-

H

7

5

5

 

富服姐働省幽色4AU

・
0

・Mn
6nnH7Mn舗
H一

名・

2
2
4
3
f
 

・MR
-
H
A
T
E
m
 

amea-aRaq実，丘

z
t
J
3
4
臥

e"uH7n初H，
M
肉

=

S
閉
居
間

l
l
 

Z

E
N
H
b
t
 

an
T
n
L
4
t
八
時

'
t
z
上
z
t
下

a

ベ】 1-1.11に
・ よ 伽 ら

弓

i

i

i

干曜日干健五時t七時圃

血肉帥民生以上一fA

i

i

I

 

R
一
ら
u
n
e
-
-
一

時F
岡
崎
i
r
a
a
z
i

A
 i

i
e
ι
 

品

4
1
1午後

?
q
f
a
a
で
の

-AV 

s
n
u
H
A
自
民
市

婦

鵬

伏

見

州

大

std・--

K
 

R
U
M
A
l
n
z
 

?
喜

-
i
S

A
T
i
2
H
Z
 

mA援厳佐保各陣
-
K

保ては
2
v
'
t
a舟

拠地します
ー

は
は
が
き
l
n
i

住
所
R
Z
E
E

寄
り

&aL
て'月三"Anv

t
向
上
一
一
H
Z
E
E
童

保健所
《角
点4AM軒町・
・@

L
Mヘ
命中tj局んて〈同

きー、a
a
B
A
I
品
月
一

unh阿スト旬月一一一1

H垂
で肉附i制
限・昭
島明で-R

I
-
-
i
h
 

-
-
4
U
Fと

も
に
T
n
f
k需
2
9

"・
・肉A『，-ハ
1
九.僚は亙

!
!
i
 

-
z
t
n
E
Z餓

官
E
与
L
E
A
ん
だ

人
u
t
a
r
A
U詰

はめ;ぜん
・

i
h
E
t
f支

所
Z
E
t
s

邑値喝占柄拘初会館

叡賑町公民節

興古黒公民館

内

務

鹿

島

t
'

間関阿伺

2 
n 4・

" 
s 
n 

B 
日

同例拘同同両側

内-?噸
Z
小乍舵

.“.山H
liV4舟

凶

t
ト

-
2

日

r
a
w

叫問
自

朱
岨
関
心
守

un

w制奈良保健所

R

i

4

t

 

-xm 
" " " " " " 

歯
の
衛
生
週
間

に
ち
な
ん
で

E科
医
師
・

2し

i

t

a

i

 

utrHVι・り危んで市街

i

i

i

g

u

 

t
S
I
M
N
E
lを

;
1
1
1
B
A
 

be-zす
】

;
A
t
l
i
h
 し

1
4
it

s
-

:
;

品

目

t

【内
ふ一dAU町

.“，f
↓七一に勺Lての心配ごとは包僚に

ニル
術錆昆
-mR
-TV，一例噌ypAベ
問、4ιて〈Hhs

《値'a胃，陀三r"
・"κ
九
一‘.“
司聞は今後
一時
τ'二崎

1
2
Z
は
E
身

-7
2
は
畑
町
側
2
2

“WMM側内“健‘.胞-m鰍功臥・です
・品衛岡島怖は電M舗
で

乳食術・
t
す

a舗
は

L'e
岡
信

y'
ヘ
予
約
包

ん-mらaRa情求て〈だ3i‘rm

彬演と
幽岡崎に
働団慨島
戸』は-

H
E
は
2
保
健
所
ヘ
ω

歯
車
E
2

t
;

よ
2
4
:
Z
E
E
に
役
立
て

i
E
t
u
i
-
ら
う
た
め
のE
乎
酬
を
お

第
一
一
三
五
夫
・
日
慢
し
し
ま
す

Z
u
-
-
t'
T
 

で
C

2
2
E
t
f
m
z
 

H
M
百
簿
一
一
品
H
K

鳳附・a-H受付は、

f
?
?
?
て
2

4

4

i

s
予

約扇町、ie

象
櫨戸袋
祉
問疹

i

f

z

 

i
;
 

i

E

Z

?

 

j
e
s
s
-
5
 

2
2
S
M
て雌
Z

4
目
tL
m則合廠
で

E
t
a
-
-
Eで

i

f

T

i

t

 

.文け

h怖かAVλ;rL定瑚象
に-R

a
R
z
a
早
管
一時

泊ら政刷会全聞き倹
及川睡眠

Lzu-慨しL奮す
‘悶ー‘合
わせ

は制
係書
ヘ

+
カ
男
児
盆

-a
AY均月圃尽Lζ

2
1
2
r
z
a
 

骨
量
のE

Z
か
E

M
町
微
調
闘
"
倫
生ta
--

z

i

f

-

-

m

一一古川
の午後一里

見
受
け
日

t
T
3
1

百
三
H
A
l
a
z

E
で
ゆ
え
ん
で
A
t

6JlI 

術ほ とへ J倫込 t ヵ対長官tI ，'ol.1 

宇Tt tEEh ?t J! 君

!;;jili112i!:;ji i 
空34f z tkai a 1四

!Tiff;11i?E1 
s;;!1;j?i tjit 
引い言信?ii 

z-1t星日付24it;;堅 議

， 古川μ124iFztt議
1持:4181iiii Eihii霊

一εぷiTii:1;;hiizp 

六月め
hu・，はつg

の

--Kを
予
定

ιτ
ー、

ます【a，.sa'z

・・mgE官
者
皇
軍

e
・闘

γ
愛更するニとb-m'・zすv・

.，a幽
罰則・・宇
家畜

取.鴨川
は釣一測網・に慮喝n

hnfhH付
J

巾同時だ
よ約金
へa齢

期

L'す

り

E
智
T
t
た
画
一
hwd
u
E
R
主
が

aR'ma私情必
ω
の'R・剛健制周一ーレペ
1
・ztとMF刷Lて剛

-Lて〈だきlhJ

R
k
i
J
t
k
t
H
-
d

白

一め島守め池
e・・

自民命

観

に昔、

.T'
一

一

一
&
者

Z

Z


	布目ダム65年完成へ「水道週間」にちなんで
	奈良の水源は現在35万人規模
	悪質な口車に乗るな　消火器の訪問販売に注意
	水道週間　ポスターなど優秀作品決る
	環境週間　小中学生のポスターを展示
	6月1日　人権擁護委員の日
	さつき晴れに総勢33,750人が参加　第39回　市民体育大会
	市民のこえをきく　市政についての世論調査
	「奈良は住みよい」が73.9％　「自然環境」が人気のトップ
	「障害者生きがいの場に」　福祉作業所開所式
	佐保の清流取り戻そう　清掃奉仕に二千五百人
	あすの奈良市を話し合う　西田市長と市青年団協議会代表
	中国からの訪日団が奈良へ
	国民健保料もこの制度で
	今年も二見ヶ浦で母子家庭の海水浴　市が招待
	市民参加の施政へ　市政モニターら98氏を委嘱
	蚊・ハエ退治に薬剤を散布
	大型有害ゴミ収集

